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注
ちゅう

意
い

事
じ

項
こう

1．試
し

験
けん

問
もん

題
だい

の数
かず

は 120 問
もん

で解
かい

答
とう

時
じ

間
かん

は正
しょう

味
み

�時
じ

間
かん

30 分
ぷん

である。

2．解
かい

答
とう

方
ほう

法
ほう

は次
つぎ

のとおりである。

⑴ �例
れい

�!、�例
れい

�!及
およ

び�例
れい

�!の問
もん

題
だい

では�から�までの�
よっ

つの選
せん

択
たく

肢
し

、もしく

は�から�までの�
いつ

つの選
せん

択
たく

肢
し

があるので、そのうち質
しつ

問
もん

に適
てき

した選
せん

択
たく

肢
し

を

�例
れい

�!、�例
れい

�!では�
ひと

つ、�例
れい

�!では�
ふた

つ選
えら

び答
とう

案
あん

用
よう

紙
し

に記
き

入
にゅう

すること。

なお、�例
れい

�!、�例
れい

�!の質
しつ

問
もん

には�
ふた

つ以
い

上
じょう

解
かい

答
とう

した場
ば

合
あい

は誤
あやま

りとする。�例
れい

�!の質
しつ

問
もん

には、�
ひと

つ又
また

は�
みっ

つ以
い

上
じょう

解
かい

答
とう

した場
ば

合
あい

は誤
あやま

りとする。

�例
れい

�!

201 近
きん

代
だい

看
かん

護
ご

の基
き

礎
そ

を築
きず

いたのは誰
だれ

か。

1．アダムズ
Addams, J.

, J.

2．キュリー
Curie, M.

, M.

3．ナイチンゲール
Nightingale, F.

, F.

4．アインシュタイン
Einstein, A.

, A.

正
せい

解
かい

は｢�｣であるから答
とう

案
あん

用
よう

紙
し

の � をマークすればよい。

1

答
とう

案
あん

用
よう

紙
し

①の場
ば

合
あい

、

201

粟

答
とう

案
あん

用
よう

紙
し

②の場
ば

合
あい

、

1

或

2012 3 4

1201 2 2

3

4

1

201

24

4
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◎ 指
し

示
じ

があるまで開
ひら

かないこと。

�平
へい

成
せい

29 年
ねん

�月
がつ

19 日
にち

2時
じ

00 分
ふん

〜 12 時
じ

30 分
ぷん

!
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�例
れい

�!

202 看
かん

護
ご

師
し

の離
り

職
しょく

時
じ

の届
とどけ

出
で

が定
さだ

められているのはどれか。

1．医
い

療
りょう

法
ほう

2．学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

法
ほう

3．労
ろう

働
どう

基
き

準
じゅん

法
ほう

4．保
ほ

健
けん

師
し

助
じょ

産
さん

師
し

看
かん

護
ご

師
し

法
ほう

5．看
かん

護
ご

師
し

等
とう

の人
じん

材
ざい

確
かく

保
ほ

の促
そく

進
しん

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

正
せい

解
かい

は｢�｣であるから答
とう

案
あん

用
よう

紙
し

の � をマークすればよい。

1

答
とう

案
あん

用
よう

紙
し

①の場
ば

合
あい

、

202

粟

答
とう

案
あん

用
よう

紙
し

②の場
ば

合
あい

、

1

或

2022 3 4 5

1202 2 43 2

3

4

5

1

202

2

3

4

�例
れい

�!

203 看
かん

護
ご

師
し

籍
せき

に登
とう

録
ろく

されるのはどれか。�
ふた

つ選
えら

べ。

1．生
せい

年
ねん

月
がっ

日
ぴ

2．受
じゅ

験
けん

年
ねん

月
がっ

日
ぴ

3．卒
そつ

業
ぎょう

年
ねん

月
がっ

日
ぴ

4．就
しゅう

業
ぎょう

年
ねん

月
がっ

日
ぴ

5．登
とう

録
ろく

年
ねん

月
がっ

日
ぴ

正
せい

解
かい

は｢�｣と｢�｣であるから答
とう

案
あん

用
よう

紙
し

の � と � をマークすれば
よい。

1

答
とう

案
あん

用
よう

紙
し

①の場
ば

合
あい

、

203

粟

答
とう

案
あん

用
よう

紙
し

②の場
ば

合
あい

、

1

或

2032 3 4 5

203 2 3 2

3

4

5

203

2

3

4

4

DKIX-05R-前H-2
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⑵ 計
けい

算
さん

問
もん

題
だい

については、 に囲
かこ

まれた丸
まる

数
すう

字
じ

に入
はい

る適
てき

切
せつ

な数
すう

値
ち

をそれぞれ�
ひと

つ選
えら

び答
とう

案
あん

用
よう

紙
し

に記
き

入
にゅう

すること。なお、�例
れい

�!の質
しつ

問
もん

には丸
まる

数
すう

字
じ

�
ひと

つにつき�
ふた

つ以
い

上
じょう

解
かい

答
とう

した場
ば

合
あい

は誤
あやま

りとする。

�例
れい

�!

204 50 床
しょう

の病
びょう

棟
とう

で入
にゅう

院
いん

患
かん

者
じゃ

は 45 人
にん

である。

この病
びょう

棟
とう

の病
びょう

床
しょう

利
り

用
よう

率
りつ

を求
もと

めよ。

ただし、小
しょう

数
すう

点
てん

以
い

下
か

の数
すう

値
ち

が得
え

られた場
ば

合
あい

には、小
しょう

数
すう

点
てん

以
い

下
か

第
だい

�位
い

を四
し

捨
しゃ

五
ご

入
にゅう

すること。

解
かい

答
とう

： ① ② %

① ②

A A

� �

� �

� �

� �

� �

B B

C C

D D

2 2

正
せい

解
かい

は｢2A｣であるから①は答
とう

案
あん

用
よう

紙
し

の 2 を②は A をマークす

ればよい。

答
とう

案
あん

用
よう

紙
し

②の場
ば

合
あい

、

①
204
②

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

答
とう

案
あん

用
よう

紙
し

①の場
ば

合
あい

、

204
① 0

②

1 2 3

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

987654

DKIX-05R-前H-3
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1 平
へい

成
せい

25 年
ねん

�2013 年
ねん

!の国
こく

民
みん

生
せい

活
かつ

基
き

礎
そ

調
ちょう

査
さ

による有
ゆう

訴
そ

者
しゃ

率
りつ

�人
じん

口
こう

千
せん

対
たい

!で正
ただ

しいのは

どれか。

1． 12.4

2．112.4

3．312.4

4．512.4

2 平
へい

成
せい

25 年
ねん

�2013 年
ねん

!の感
かん

染
せん

症
しょう

発
はっ

生
せい

動
どう

向
こう

調
ちょう

査
さ

による年
ねん

間
かん

の性
せい

感
かん

染
せん

症
しょう

çSTDê報
ほう

告
こく

sexually transmitted disease
数
すう

で

最
もっと

も多
おお

いのはどれか。

1．性
せい

器
き

クラミジア感
かん

染
せん

症
しょう

genital chlamydiosis

2．尖
せん

圭
けい

コンジローマ
condyloma acuminatum

3．性
せい

器
き

ヘルペス
genital herpes

4．淋
りん

菌
きん

感
かん

染
せん

症
しょう

gonococcal infection

3 平
へい

成
せい

25 年
ねん

�2013 年
ねん

!の国
こく

民
みん

医
い

療
りょう

費
ひ

はどれか。

1．約
やく

400 億
おく

円
えん

2．約
やく

4,000 億
おく

円
えん

3．約
やく

�兆
ちょう

円
えん

4．約
やく

40 兆
ちょう

円
えん

4 介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

法
ほう

で第
だい

�号
ごう

被
ひ

保
ほ

険
けん

者
しゃ

と規
き

定
てい

されているのはどれか。

1．45 歳
さい

以
い

上
じょう

2．55 歳
さい

以
い

上
じょう

3．65 歳
さい

以
い

上
じょう

4．75 歳
さい

以
い

上
じょう

DKIX-05R-前H-71
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5 看
かん

護
ご

師
し

の業
ぎょう

務
む

従
じゅう

事
じ

者
しゃ

届
とどけ

の届
とどけ

出
で

の間
かん

隔
かく

として規
き

定
てい

されているのはどれか。

1． 1年
ねん

2． 2 年
ねん

3． 5 年
ねん

4．10 年
ねん

6 標
ひょう

準
じゅん

的
てき

な発
はつ

育
いく

をしている乳
にゅう

児
じ

の体
たい

重
じゅう

が出
しゅっ

生
せい

時
じ

の体
たい

重
じゅう

の約
やく

�倍
ばい

になる時
じ

期
き

はどれ

か。

1．生
せい

後
ご

3 か月
げつ

2．生
せい

後
ご

6 か月
げつ

3．生
せい

後
ご

9 か月
げつ

4．生
せい

後
ご

12 か月
げつ

7 第
だい

二
に

次
じ

性
せい

徴
ちょう

による身
しん

体
たい

の変
へん

化
か

で正
ただ

しいのはどれか。

1．精
せい

通
つう

2．体
たい

重
じゅう

減
げん

少
しょう

3．内
ない

臓
ぞう

脂
し

肪
ぼう

の増
ぞう

加
か

4．第
だい

�大
だい

臼
きゅう

歯
し

の萌
ほう

出
しゅつ

8 老
ろう

年
ねん

期
き

の身
しん

体
たい

的
てき

な特
とく

徴
ちょう

で正
ただ

しいのはどれか。

1．尿
にょう

量
りょう

の増
ぞう

加
か

2．味
み

覚
かく

の感
かん

度
ど

の向
こう

上
じょう

3．体
たい

温
おん

調
ちょう

節
せつ

能
のう

の低
てい

下
か

4．外
がい

来
らい

抗
こう

原
げん

に対
たい

する抗
こう

体
たい

産
さん

生
せい

の亢
こう

進
しん

DKIX-05R-前H-82
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9 医
い

療
りょう

法
ほう

で｢地
ち

域
いき

の医
い

療
りょう

従
じゅう

事
じ

者
しゃ

の資
し

質
しつ

の向
こう

上
じょう

を図
はか

るための研
けん

修
しゅう

を行
おこな

わせる能
のう

力
りょく

を有
ゆう

すること｣と定
さだ

められているのはどれか。

1．助
じょ

産
さん

所
じょ

2．診
しん

療
りょう

所
じょ

3．特
とく

定
てい

機
き

能
のう

病
びょう

院
いん

4．地
ち

域
いき

医
い

療
りょう

支
し

援
えん

病
びょう

院
いん

10 ヒューマンエラーによる医
い

療
りょう

事
じ

故
こ

を防
ぼう

止
し

するための対
たい

策
さく

で最
もっと

も適
てき

切
せつ

なのはどれ

か。

1．性
せい

格
かく

検
けん

査
さ

の実
じっ

施
し

2．事
じ

故
こ

発
はっ

生
せい

時
じ

の罰
ばっ

則
そく

の規
き

定
てい

3．注
ちゅう

意
い

力
りょく

強
きょう

化
か

のための訓
くん

練
れん

の実
じっ

施
し

4．操
そう

作
さ

を誤
あやま

りにくい医
い

療
りょう

機
き

器
き

の導
どう

入
にゅう

11 大
だい

動
どう

脈
みゃく

に血
けつ

液
えき

を送
おく

り出
だ

す部
ぶ

位
い

はどれか。

1．左
さ

心
しん

室
しつ

2．右
う

心
しん

室
しつ

3．左
さ

心
しん

房
ぼう

4．右
う

心
しん

房
ぼう

12 喀
かっ

血
けつ

が起
お

こる出
しゅっ

血
けつ

部
ぶ

位
い

で正
ただ

しいのはどれか。

1．頭
ず

蓋
がい

内
ない

2．気
き

道
どう

3．食
しょく

道
どう

4．胆
たん

道
どう

DKIX-05R-前H-93
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13 胸
きょう

痛
つう

を訴
うった

えるのはどれか。

1．髄
ずい

膜
まく

炎
えん

meningitis

2．腎
じん

結
けっ

石
せき

renal stone

3．急
きゅう

性
せい

心
しん

筋
きん

梗
こう

塞
そく

acute myocardial infarction

4．Ménièreçメニエールê病
びょう

Ménièreʼs disease

14 小
しょう

脳
のう

失
しっ

調
ちょう

でみられるのはどれか。

1．下
か

肢
し

の麻
ま

痺
ひ

が認
みと

められる。

2．姿
し

勢
せい

保
ほ

持
じ

が困
こん

難
なん

になる。

3．血
けつ

圧
あつ

が不
ふ

安
あん

定
てい

になる。

4．体
からだ

がこわばる。

15 せん妄
もう

の誘
ゆう

発
はつ

因
いん

子
し

はどれか。

1．身
しん

体
たい

拘
こう

束
そく

2．心
しん

血
けっ

管
かん

障
しょう

害
がい

3．低
てい

栄
えい

養
よう

状
じょう

態
たい

4．電
でん

解
かい

質
しつ

バランス異
い

常
じょう

16 目
もく

的
てき

とする効
こう

果
か

が安
あん

定
てい

して発
はつ

現
げん

するまでに最
もっと

も時
じ

間
かん

がかかる薬
くすり

はどれか。

1．睡
すい

眠
みん

薬
やく

2．鎮
ちん

痛
つう

薬
やく

3．抗
こう

うつ薬
やく

4．抗
こう

血
けっ

栓
せん

薬
やく

DKIX-05R-前H-104
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17 医
い

薬
やく

品
ひん

表
ひょう

示
じ

�別
べっ

冊
さつ

No. 1 ①〜④!を別
べつ

に示
しめ

す。

劇
げき

薬
やく

の表
ひょう

示
じ

で正
ただ

しいのはどれか。

1．①

2．②

3．③

4．④

別
べっ

冊
さつ

No. 1 ①〜④

18 自
じ

力
りき

での摂
せっ

取
しゅ

が困
こん

難
なん

な臥
が

床
しょう

患
かん

者
じゃ

の食
しょく

事
じ

介
かい

助
じょ

で適
てき

切
せつ

なのはどれか。

1．水
すい

分
ぶん

摂
せっ

取
しゅ

の介
かい

助
じょ

を控
ひか

える。

2．仰
ぎょう

臥
が

位
い

の姿
し

勢
せい

を保
ほ

持
じ

するよう介
かい

助
じょ

する。

3．食
しょく

事
じ

内
ない

容
よう

が見
み

える位
い

置
ち

に食
しょっ

器
き

を配
はい

置
ち

する。

4．患
かん

者
じゃ

の下
か

顎
がく

が上
あ

がるよう上
じょう

方
ほう

からスプーンで介
かい

助
じょ

する。

19 足
そく

浴
よく

の効
こう

果
か

で最
もっと

も期
き

待
たい

されるのはどれか。

1．食
しょく

欲
よく

増
ぞう

進
しん

2．睡
すい

眠
みん

の促
そく

進
しん

3．筋
きん

緊
きん

張
ちょう

の亢
こう

進
しん

4．皮
ひ

膚
ふ

温
おん

の低
てい

下
か

DKIX-05R-前H-115
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20 療
りょう

養
よう

施
し

設
せつ

、社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

等
とう

が集
しゅう

合
ごう

して設
せっ

置
ち

されている地
ち

域
いき

の昼
ひる

間
ま

の騒
そう

音
おん

につい

て、環
かん

境
きょう

基
き

本
ほん

法
ほう

に基
もと

づく環
かん

境
きょう

基
き

準
じゅん

で定
さだ

められているのはどれか。

1． 20 dB 以
い

下
か

2． 50 dB 以
い

下
か

3． 80 dB 以
い

下
か

4．110 dB 以
い

下
か

21 オートクレーブによる滅
めっ

菌
きん

法
ほう

はどれか。

1．乾
かん

熱
ねつ

滅
めっ

菌
きん

2．プラズマ滅
めっ

菌
きん

3．高
こう

圧
あつ

蒸
じょう

気
き

滅
めっ

菌
きん

4．酸
さん

化
か

エチレンガス滅
めっ

菌
きん

22 点
てん

滴
てき

静
じょう

脈
みゃく

内
ない

注
ちゅう

射
しゃ

中
ちゅう

の刺
し

入
にゅう

部
ぶ

位
い

の腫
しゅ

脹
ちょう

を確
かく

認
にん

したときに、最
さい

初
しょ

に実
じっ

施
し

するのはどれ

か。

1．体
たい

位
い

を変
か

える。

2．注
ちゅう

入
にゅう

を中
ちゅう

止
し

する。

3．刺
し

入
にゅう

部
ぶ

位
い

を挙
きょ

上
じょう

する。

4．周
しゅう

囲
い

のマッサージを行
おこな

う。

23 成
せい

人
じん

患
かん

者
じゃ

の気
き

管
かん

内
ない

の一
いち

時
じ

的
てき

吸
きゅう

引
いん

における吸
きゅう

引
いん

圧
あつ

で正
ただ

しいのはどれか。

1．安100〜安150 mmHg

2．安200〜安250 mmHg

3．安300〜安350 mmHg

4．安400〜安450 mmHg

DKIX-05R-前H-126
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24 包
ほう

帯
たい

法
ほう

の原
げん

則
そく

として適
てき

切
せつ

なのはどれか。

1．患
かん

部
ぶ

を強
つよ

く圧
あっ

迫
ぱく

する。

2．屈
くっ

伸
しん

可
か

能
のう

な関
かん

節
せつ

は固
こ

定
てい

する。

3．中
ちゅう

枢
すう

から末
まっ

�
しょう

に向
む

けて巻
ま

く。

4．使
し

用
よう

部
ぶ

位
い

によって包
ほう

帯
たい

を使
つか

い分
わ

ける。

25 経
けい

腟
ちつ

分
ぶん

娩
べん

の正
せい

常
じょう

な経
けい

過
か

で最
さい

初
しょ

に起
お

こるのはどれか。

1．発
はつ

露
ろ

2．排
はい

臨
りん

3．胎
たい

盤
ばん

の娩
べん

出
しゅつ

4．児
じ

頭
とう

の娩
べん

出
しゅつ

5．子
し

宮
きゅう

口
こう

の全
ぜん

開
かい

大
だい

26 単
たん

層
そう

円
えん

柱
ちゅう

上
じょう

皮
ひ

はどれか。

1．表
ひょう

皮
ひ

2．腹
ふく

膜
まく

3．膀
ぼう

胱
こう

4．胃
い

27 角
かく

加
か

速
そく

度
ど

を感
かん

知
ち

するのはどれか。

1．耳
じ

管
かん

2．前
ぜん

庭
てい

3．耳
じ

小
しょう

骨
こつ

4．半
はん

規
き

管
かん

DKIX-05R-前H-137
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28 縦
じゅう

隔
かく

に含
ふく

まれるのはどれか。

1．肺
はい

2．胸
きょう

腺
せん

3．副
ふく

腎
じん

4．甲
こう

状
じょう

腺
せん

29 膵
すい

液
えき

について正
ただ

しいのはどれか。

1．弱
じゃく

アルカリ性
せい

である。

2．糖
とう

質
しつ

分
ぶん

解
かい

酵
こう

素
そ

を含
ふく

まない。

3．セクレチンによって分
ぶん

泌
ぴつ

量
りょう

が減
げん

少
しょう

する。

4．Langerhansçランゲルハンスê島
とう

の β細
さい

胞
ぼう

から分
ぶん

泌
ぴつ

される。

30 ホルモンと分
ぶん

泌
ぴつ

部
ぶ

位
い

の組
くみ

合
あわ

せで正
ただ

しいのはどれか。

1．サイロキシン 副
ふく

甲
こう

状
じょう

腺
せん

2．テストステロン 前
ぜん

立
りつ

腺
せん

3．バソプレシン 副
ふく

腎
じん

皮
ひ

質
しつ

4．プロラクチン 下
か

垂
すい

体
たい

前
ぜん

葉
よう

DKIX-05R-前H-148
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31 腹
ふく

部
ぶ

CT�別
べっ

冊
さつ

No. 2!を別
べつ

に示
しめ

す。

矢
や

印
じるし

で示
しめ

す部
ぶ

位
い

について正
ただ

しいのはどれか。

1．肥
ひ

満
まん

細
さい

胞
ぼう

で構
こう

成
せい

される。

2．厚
あつ

さはBMI の算
さん

出
しゅつ

に用
もち

いられる。

3．厚
あつ

い場
ば

合
あい

は洋
よう

梨
なし

型
がた

の体
たい

型
けい

の肥
ひ

満
まん

が特
とく

徴
ちょう

的
てき

である。

4．厚
あつ

い場
ば

合
あい

はメタボリックシンドロームと診
しん

断
だん

される。

別
べっ

冊
さつ

No. 2

32 放
ほう

射
しゃ

線
せん

療
りょう

法
ほう

について正
ただ

しいのはどれか。

1．Gyは吸
きゅう

収
しゅう

線
せん

量
りょう

を表
あらわ

す。

2．主
おも

に非
ひ

電
でん

離
り

放
ほう

射
しゃ

線
せん

を用
もち

いる。

3．電
でん

子
し

線
せん

は生
せい

体
たい

の深
しん

部
ぶ

まで到
とう

達
たつ

する。

4．多
た

門
もん

照
しょう

射
しゃ

によって正
せい

常
じょう

組
そ

織
しき

への線
せん

量
りょう

が増
ぞう

加
か

する。

33 Alzheimerçアルツハイマーê病
びょう

Alzheimer disease
で正

ただ

しいのはどれか。

1．基
き

礎
そ

疾
しっ

患
かん

として高
こう

血
けつ

圧
あつ

症
しょう

hypertension
が多

おお

い。

2．初
しょ

期
き

には記
き

銘
めい

力
りょく

障
しょう

害
がい

はみられない。

3．アミロイド βタンパクが蓄
ちく

積
せき

する。

4．MRI 所
しょ

見
けん

では前
ぜん

頭
とう

葉
よう

の萎
い

縮
しゅく

が特
とく

徴
ちょう

的
てき

である。

DKIX-05R-前H-159
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34 ペースメーカー装
そう

着
ちゃく

患
かん

者
じゃ

における右
う

心
しん

室
しつ

ペーシング波
は

形
けい

の心
しん

電
でん

図
ず

�別
べっ

冊
さつ

No. 3!を

別
べつ

に示
しめ

す。心
しん

電
でん

図
ず

の記
き

録
ろく

速
そく

度
ど

は通
つう

常
じょう

の 25 mm/秒
びょう

であり、矢
や

印
じるし

で示
しめ

した小
ちい

さなノッ

チがペースメーカーからの電
でん

気
き

刺
し

激
げき

が入
はい

るタイミングを示
しめ

している。

心
しん

電
でん

図
ず

波
は

形
けい

によって計
けい

測
そく

した心
しん

拍
ぱく

数
すう

で正
ただ

しいのはどれか。

1．30/分
ふん

以
い

上
じょう

、50/分
ふん

未
み

満
まん

2．50/分
ふん

以
い

上
じょう

、70/分
ふん

未
み

満
まん

3．70/分
ふん

以
い

上
じょう

、90/分
ふん

未
み

満
まん

4．90/分
ふん

以
い

上
じょう

、99/分
ふん

以
い

下
か

別
べっ

冊
さつ

No. 3

35 労
ろう

働
どう

者
しゃ

災
さい

害
がい

補
ほ

償
しょう

保
ほ

険
けん

法
ほう

に規
き

定
てい

されているのはどれか。

1．失
しつ

業
ぎょう

時
じ

の教
きょう

育
いく

訓
くん

練
れん

給
きゅう

付
ふ

金
きん

2．災
さい

害
がい

発
はっ

生
せい

時
じ

の超
ちょう

過
か

勤
きん

務
む

手
て

当
あて

3．有
ゆう

害
がい

業
ぎょう

務
む

従
じゅう

事
じ

者
しゃ

の健
けん

康
こう

診
しん

断
だん

4．業
ぎょう

務
む

上
じょう

の事
じ

故
こ

による介
かい

護
ご

補
ほ

償
しょう

給
きゅう

付
ふ

36 高
こう

齢
れい

者
しゃ

における肺
はい

炎
えん

の三
さん

次
じ

予
よ

防
ぼう

pneumonia
はどれか。

1．口
こう

腔
くう

内
ない

の衛
えい

生
せい

管
かん

理
り

2．肺
はい

炎
えん

球
きゅう

菌
きん

ワクチンの接
せっ

種
しゅ

3．呼
こ

吸
きゅう

リハビリテーション

4．健
けん

康
こう

診
しん

断
だん

での胸
きょう

部
ぶ

エックス線
せん

撮
さつ

影
えい

DKIX-05R-前H-1610
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37 患
かん

者
じゃ

と看
かん

護
ご

師
し

の関
かん

係
けい

において、ラポールを意
い

味
み

するのはどれか。

1．侵
おか

されたくない個
こ

人
じん

の空
くう

間
かん

2．人
にん

間
げん

対
たい

人
にん

間
げん

の関
かん

係
けい

の確
かく

立
りつ

3．意
い

図
と

的
てき

な身
しん

体
たい

への接
せっ

触
しょく

4．自
じ

己
こ

開
かい

示
じ

38 看
かん

護
ご

における情
じょう

報
ほう

について正
ただ

しいのはどれか。

1．尺
しゃく

度
ど

で測
そく

定
てい

された患
かん

者
じゃ

の心
しん

理
り

状
じょう

態
たい

は主
しゅ

観
かん

的
てき

情
じょう

報
ほう

である。

2．入
にゅう

院
いん

費
ひ

用
よう

に関
かん

する患
かん

者
じゃ

の不
ふ

安
あん

は客
きゃっ

観
かん

的
てき

情
じょう

報
ほう

である。

3．観
かん

察
さつ

した食
しょく

事
じ

摂
せっ

取
しゅ

量
りょう

は客
きゃっ

観
かん

的
てき

情
じょう

報
ほう

である。

4．既
き

往
おう

歴
れき

は主
しゅ

観
かん

的
てき

情
じょう

報
ほう

である。

39 Barréçバレーê徴
ちょう

候
こう

の査
さ

定
てい

の開
かい

始
し

時
じ

と判
はん

定
てい

時
じ

の写
しゃ

真
しん

�別
べっ

冊
さつ

No. 4 ①〜④!を別
べつ

に示
しめ

す。

左
ひだり

上
じょう

肢
し

のBarréçバレーê徴
ちょう

候
こう

陽
よう

性
せい

を示
しめ

すのはどれか。

1．①

2．②

3．③

4．④

別
べっ

冊
さつ

No. 4 ①〜④

DKIX-05R-前H-1711
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40 入
にゅう

院
いん

中
ちゅう

の妻
つま

を亡
な

くした直
ちょく

後
ご

の夫
おっと

へのグリーフケアで最
もっと

も適
てき

切
せつ

なのはどれか。

1．妻
つま

の話
はなし

を夫
おっと

とすることは避
さ

ける。

2．夫
おっと

の悲
ひ

嘆
たん

が軽
けい

減
げん

してからケアを開
かい

始
し

する。

3．夫
おっと

が希
き

望
ぼう

する場
ば

合
あい

は死
し

後
ご

の処
しょ

置
ち

を一
いっ

緒
しょ

に行
おこな

う。

4．妻
つま

を亡
な

くした夫
おっと

のためのサポートグループへの参
さん

加
か

を促
うなが

す。

41 ヨード制
せい

限
げん

食
しょく

が提
てい

供
きょう

されるのはどれか。

1．甲
こう

状
じょう

腺
せん

シンチグラフィ

2．慢
まん

性
せい

腎
じん

不
ふ

全
ぜん

の
chronic renal failure

治
ち

療
りょう

3．肝
かん

臓
ぞう

の庇
ひ

護
ご

4．貧
ひん

血
けつ

の
anemia

治
ち

療
りょう

42 体
たい

位
い

が身
しん

体
たい

に与
あた

える影
えい

響
きょう

について正
ただ

しいのはどれか。

1．座
ざ

位
い

から仰
ぎょう

臥
が

位
い

になると楽
らく

に呼
こ

吸
きゅう

ができる。

2．立
りつ

位
い

と比
ひ

較
かく

して座
ざ

位
い

の方
ほう

が収
しゅう

縮
しゅく

期
き

血
けつ

圧
あつ

は低
ひく

い。

3．仰
ぎょう

臥
が

位
い

から急
きゅう

に立
りつ

位
い

になると脈
みゃく

拍
はく

が速
はや

くなる。

4．立
りつ

位
い

からTrendelenburgçトレンデレンブルグê位
い

になると収
しゅう

縮
しゅく

期
き

血
けつ

圧
あつ

が下
か

降
こう

する。

43 洗
せん

髪
ぱつ

を行
おこな

うときに、患
かん

者
じゃ

のエネルギー消
しょう

費
ひ

が最
もっと

も少
すく

ない体
たい

位
い

はどれか。

1．仰
ぎょう

臥
が

位
い

2．端
たん

座
ざ

位
い

3．起
き

座
ざ

位
い

4．Fowlerçファウラーê位
い

DKIX-05R-前H-1812
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44 前
ぜん

腕
わん

部
ぶ

からの動
どう

脈
みゃく

性
せい

の外
がい

出
しゅっ

血
けつ

に対
たい

する用
よう

手
しゅ

間
かん

接
せつ

圧
あっ

迫
ぱく

法
ほう

で血
けつ

流
りゅう

を遮
しゃ

断
だん

するのはどれ

か。

1．鎖
さ

骨
こつ

下
か

動
どう

脈
みゃく

2．腋
えき

窩
か

動
どう

脈
みゃく

3．上
じょう

腕
わん

動
どう

脈
みゃく

4．橈
とう

骨
こつ

動
どう

脈
みゃく

45 看
かん

護
ご

師
し

が医
い

療
りょう

事
じ

故
こ

を起
お

こした場
ば

合
あい

の法
ほう

的
てき

責
せき

任
にん

について正
ただ

しいのはどれか。

1．罰
ばっ

金
きん

以
い

上
じょう

の刑
けい

に処
しょ

せられた者
もの

は行
ぎょう

政
せい

処
しょ

分
ぶん

の対
たい

象
しょう

となる。

2．事
じ

故
こ

の程
てい

度
ど

にかかわらず業
ぎょう

務
む

停
てい

止
し

の処
しょ

分
ぶん

を受
う

ける。

3．民
みん

事
じ

責
せき

任
にん

として業
ぎょう

務
む

上
じょう

過
か

失
しつ

致
ち

死
し

傷
しょう

罪
ざい

に問
と

われる。

4．刑
けい

法
ほう

に基
もと

づき所
しょ

属
ぞく

施
し

設
せつ

が使
し

用
よう

者
しゃ

責
せき

任
にん

を問
と

われる。

46 疾
しっ

患
かん

と原
げん

因
いん

となる生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

の組
くみ

合
あわ

せで適
てき

切
せつ

なのはどれか。

1．低
てい

血
けつ

圧
あつ

症
しょう

hypotension
飲
いん

酒
しゅ

2．心
しん

筋
きん

梗
こう

塞
そく

myocardial infarction
長
ちょう

時
じ

間
かん

労
ろう

働
どう

3．悪
あく

性
せい

中
ちゅう

皮
ひ

腫
しゅ

malignant mesothelioma
喫
きつ

煙
えん

4．�型
がた

糖
とう

尿
にょう

病
びょう

type�diabetes mellitus
過
か

食
しょく

47 自
じ

動
どう

体
たい

外
がい

式
しき

除
じょ

細
さい

動
どう

器
き

çAEDêによる電
でん

気
き

的
てき

除
じょ

細
さい

動
どう

の適
てき

応
おう

となるのはどれか。

1．心
しん

静
せい

止
し

asystole

2．心
しん

房
ぼう

細
さい

動
どう

atrial fibrillation

3．心
しん

室
しつ

細
さい

動
どう

ventricular fibrillation

4．房
ぼう

室
しつ

ブロック
atrioventricular block

DKIX-05R-前H-1913
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48 術
じゅつ

中
ちゅう

の仰
ぎょう

臥
が

位
い

の保
ほ

持
じ

によって発
はっ

生
せい

することがある腕
わん

神
しん

経
けい

叢
そう

麻
ま

痺
ひ

の
brachial plexus palsy

原
げん

因
いん

はどれか。

1．上
じょう

腕
わん

の持
じ

続
ぞく

的
てき

圧
あっ

迫
ぱく

2．前
ぜん

腕
わん

の回
かい

外
がい

の持
じ

続
ぞく

3．肘
ちゅう

関
かん

節
せつ

の持
じ

続
ぞく

的
てき

圧
あっ

迫
ぱく

4．上
じょう

肢
し

の 90 度
ど

以
い

上
じょう

の外
がい

転
てん

49 点
てん

滴
てき

静
じょう

脈
みゃく

内
ない

注
ちゅう

射
しゃ

によって抗
こう

癌
がん

薬
やく

を投
とう

与
よ

している患
かん

者
じゃ

の看
かん

護
ご

で適
てき

切
せつ

なのはどれか。

1．悪
お

心
しん

は薬
くすり

で緩
かん

和
わ

する。

2．留
りゅう

置
ち

針
しん

は原
げん

則
そく

として手
しゅ

背
はい

に挿
そう

入
にゅう

する。

3．血
けっ

管
かん

痛
つう

がある場
ば

合
あい

は直
ただ

ちに留
りゅう

置
ち

針
しん

を差
さ

し替
か

える。

4．�回
かい

目
め

以
い

降
こう

の投
とう

与
よ

では過
か

敏
びん

症
しょう

の症
しょう

状
じょう

の確
かく

認
にん

は必
ひつ

要
よう

ない。

50 Ａさん�60 歳
さい

、男
だん

性
せい

!は、慢
まん

性
せい

心
しん

不
ふ

全
ぜん

の終
しゅう

chronic heart failure
末
まつ

期
き

で、積
せっ

極
きょく

的
てき

な治
ち

療
りょう

を行
おこな

わないこと

を希
き

望
ぼう

している。現
げん

在
ざい

、入
にゅう

院
いん

中
ちゅう

で、リザーバーマスク 10 L/分
ふん

で酸
さん

素
そ

を吸
きゅう

入
にゅう

し、水
すい

分
ぶん

制
せい

限
げん

がある。時
とき

々
どき

息
いき

切
ぎ

れがみられるが、Ａさんは面
めん

会
かい

に来
き

た長
ちょう

女
じょ

との会
かい

話
わ

を楽
たの

し

みにしている。バイタルサインは呼
こ

吸
きゅう

数
すう

28/分
ふん

、脈
みゃく

拍
はく

110/分
ふん

、血
けつ

圧
あつ

76/50 mmHg、

経
けい

皮
ひ

的
てき

動
どう

脈
みゃく

血
けつ

酸
さん

素
そ

飽
ほう

和
わ

度
ど

çSpO2ê88 % であった。

このときの対
たい

応
おう

で最
もっと

も適
てき

切
せつ

なのはどれか。

1．面
めん

会
かい

は制
せい

限
げん

しない。

2．水
すい

分
ぶん

制
せい

限
げん

を厳
きび

しくする。

3．Ａさんに仰
ぎょう

臥
が

位
い

を維
い

持
じ

してもらう。

4．面
めん

会
かい

中
ちゅう

は酸
さん

素
そ

マスクを鼻
び

腔
くう

カニューラに変
へん

更
こう

する。

DKIX-05R-前H-2014
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51 Ａさん�42 歳
さい

、女
じょ

性
せい

!は、�
みっ

日
か

前
まえ

から微
び

熱
ねつ

と強
つよ

い全
ぜん

身
しん

�
けん

怠
たい

感
かん

を自
じ

覚
かく

したため病
びょう

院
いん

を受
じゅ

診
しん

したところ、肝
かん

機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

が認
みと

められ、急
きゅう

性
せい

肝
かん

炎
えん

の
acute hepatitis

診
しん

断
だん

で入
にゅう

院
いん

した。�か月
げつ

前
まえ

に生
なま

の牡
か

蠣
き

を摂
せっ

取
しゅ

している。Ａさんはこれまで肝
かん

臓
ぞう

に異
い

常
じょう

を指
し

摘
てき

されたことはな

く、家
か

族
ぞく

で肝
かん

臓
ぞう

疾
しっ

患
かん

を罹
り

患
かん

した者
もの

はいない。

Ａさんが罹
り

患
かん

した肝
かん

炎
えん

について正
ただ

しいのはどれか。

1．細
さい

菌
きん

感
かん

染
せん

である。

2．劇
げき

症
しょう

化
か

する危
き

険
けん

性
せい

がある。

3．慢
まん

性
せい

肝
かん

炎
えん

に
chronic hepatitis

移
い

行
こう

しやすい。

4．インターフェロン療
りょう

法
ほう

を行
おこな

う。

52 ホルモン負
ふ

荷
か

試
し

験
けん

について正
ただ

しいのはどれか。

1．ホルモン分
ぶん

泌
ぴつ

異
い

常
じょう

を生
しょう

じている部
ぶ

位
い

の推
すい

定
てい

に用
もち

いる。

2．分
ぶん

泌
ぴつ

異
い

常
じょう

が疑
うたが

われるホルモンを投
とう

与
よ

する。

3．前
ぜん

日
じつ

の夕
ゆう

食
しょく

から禁
きん

食
しょく

にする。

4．入
にゅう

院
いん

が必
ひつ

要
よう

である。

53 乳
にゅう

癌
がん

の自
じ

己
こ

検
けん

診
しん

法
ほう

breast cancer
の説

せつ

明
めい

で適
てき

切
せつ

なのはどれか。

1．月
げっ

経
けい

前
まえ

に行
おこな

う。

2．年
ねん

に�回
かい

実
じっ

施
し

する。

3．指
ゆび

先
さき

を立
た

てて乳
にゅう

房
ぼう

に触
さわ

る。

4．乳
にゅう

房
ぼう

の皮
ひ

膚
ふ

のくぼみの有
う

無
む

を観
かん

察
さつ

する。

DKIX-05R-前H-2115
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54 高
こう

齢
れい

者
しゃ

の看
かん

護
ご

において目
もく

標
ひょう

志
し

向
こう

型
がた

思
し

考
こう

を重
じゅう

視
し

する理
り

由
ゆう

で最
もっと

も適
てき

切
せつ

なのはどれか。

1．疾
しっ

患
かん

の治
ち

癒
ゆ

促
そく

進
しん

2．老
ろう

化
か

現
げん

象
しょう

の進
しん

行
こう

の抑
よく

制
せい

3．病
びょう

態
たい

の関
かん

連
れん

図
ず

の作
さく

成
せい

の効
こう

率
りつ

化
か

4．生
せい

活
かつ

全
ぜん

体
たい

を豊
ゆた

かにするケアの実
じっ

践
せん

55 高
こう

齢
れい

者
しゃ

の活
かつ

動
どう

と休
きゅう

息
そく

のリズムの調
ちょう

整
せい

について最
もっと

も適
てき

切
せつ

なのはどれか。

1．午
ご

前
ぜん

中
ちゅう

に日
にっ

光
こう

を浴
あ

びる機
き

会
かい

をつくる。

2．昼
ちゅう

食
しょく

後
ご

に入
にゅう

浴
よく

する。

3．昼
ひる

寝
ね

をしない。

4．就
しゅう

寝
しん

前
まえ

に水
すい

分
ぶん

を多
おお

く摂
と

る。

56 加
か

齢
れい

による咀
そ

嚼
しゃく

・嚥
えん

下
げ

障
しょう

害
がい

の特
とく

徴
ちょう

で正
ただ

しいのはどれか。

1．咳
がい

嗽
そう

反
はん

射
しゃ

が低
てい

下
か

する。

2．口
こう

腔
くう

内
ない

の残
ざん

渣
さ

物
ぶつ

が減
へ

る。

3．唾
だ

液
えき

の粘
ねん

稠
ちゅう

度
ど

が低
てい

下
か

する。

4．食
しょく

道
どう

入
にゅう

口
こう

部
ぶ

の開
かい

大
だい

が円
えん

滑
かつ

になる。

57 Ａさん�85 歳
さい

、女
じょ

性
せい

!は、両
りょう

側
そく

の感
かん

音
おん

難
なん

聴
ちょう

で｢音
おと

は
sensorineural deafness

聞
き

こえるけれど、話
はなし

の内
ない

容
よう

が聞
き

き取
と

れないので困
こま

っています｣と話
はな

した。

Ａさんに対
たい

する看
かん

護
ご

師
し

の対
たい

応
おう

で適
てき

切
せつ

なのはどれか。

1．大
おお

きな声
こえ

で話
はな

す。

2．話
はなし

の内
ない

容
よう

をより詳
くわ

しく説
せつ

明
めい

する。

3．Ａさんが文
も

字
じ

盤
ばん

を使
つか

えるようにする。

4．看
かん

護
ご

師
し

の口
くち

の動
うご

きが見
み

えるように話
はな

す。

DKIX-05R-前H-2216
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58 Lewyçレビーê小
しょう

体
たい

型
がた

認
にん

知
ち

症
しょう

dementia with Lewy bodies
の初

しょ

期
き

にみられる症
しょう

状
じょう

はどれか。

1．幻
げん

視
し

2．失
しつ

語
ご

3．脱
だつ

抑
よく

制
せい

4．人
じん

格
かく

変
へん

化
か

59 介
かい

護
ご

保
ほ

険
けん

法
ほう

で｢入
にゅう

所
しょ

する要
よう

介
かい

護
ご

者
しゃ

に対
たい

し、施
し

設
せつ

サービス計
けい

画
かく

に基
もと

づいて、入
にゅう

浴
よく

、

排
はい

せつ、食
しょく

事
じ

等
とう

の介
かい

護
ご

その他
た

の日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

上
じょう

の世
せ

話
わ

、機
き

能
のう

訓
くん

練
れん

、健
けん

康
こう

管
かん

理
り

及
およ

び療
りょう

養
よう

上
じょう

の世
せ

話
わ

を行
おこな

うことを目
もく

的
てき

とする施
し

設
せつ

｣と規
き

定
てい

されているのはどれか。

1．介
かい

護
ご

老
ろう

人
じん

保
ほ

健
けん

施
し

設
せつ

2．介
かい

護
ご

老
ろう

人
じん

福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

3．介
かい

護
ご

療
りょう

養
よう

型
がた

医
い

療
りょう

施
し

設
せつ

4．介
かい

護
ご

療
りょう

養
よう

型
がた

老
ろう

人
じん

保
ほ

健
けん

施
し

設
せつ

60 出
しゅっ

産
さん

や育
いく

児
じ

に関
かん

する社
しゃ

会
かい

資
し

源
げん

と法
ほう

律
りつ

の組
くみ

合
あわ

せで正
ただ

しいのはどれか。

1．入
にゅう

院
いん

助
じょ

産
さん

児
じ

童
どう

福
ふく

祉
し

法
ほう

2．出
しゅっ

産
さん

扶
ふ

助
じょ

母
ぼ

体
たい

保
ほ

護
ご

法
ほう

3．出
しゅっ

産
さん

手
て

当
あて

金
きん

母
ぼ

子
し

保
ほ

健
けん

法
ほう

4．養
よう

育
いく

医
い

療
りょう

児
じ

童
どう

手
て

当
あて

法
ほう

DKIX-05R-前H-2317
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61 Ａさん�16 歳
さい

、女
じょ

子
し

!。身
しん

長
ちょう

160 cm、体
たい

重
じゅう

40 kg。�年
ねん

で体
たい

重
じゅう

が 12 kg 減
げん

少
しょう

した。

ＡさんはBか月
げつ

前
まえ

から月
げっ

経
けい

がみられないため婦
ふ

人
じん

科
か

クリニックを受
じゅ

診
しん

し、

体
たい

重
じゅう

減
げん

少
しょう

性
せい

無
む

月
げっ

経
けい

と診
しん

断
だん

amenorrhea due to weight loss
された。

今
こん

後
ご

、Ａさんの無
む

月
げっ

経
けい

が長
ちょう

期
き

間
かん

続
つづ

いた場
ば

合
あい

、増
ぞう

加
か

することが予
よ

想
そう

されるのはどれ

か。

1．血
けっ

糖
とう

値
ち

2．骨
こつ

吸
きゅう

収
しゅう

3．体
たい

脂
し

肪
ぼう

率
りつ

4．エストロゲン

62 配
はい

偶
ぐう

者
しゃ

からの暴
ぼう

力
りょく

の防
ぼう

止
し

及
およ

び被
ひ

害
がい

者
しゃ

の保
ほ

護
ご

等
とう

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

çDV防
ぼう

止
し

法
ほう

êで正
ただ

しい

のはどれか。

1．婚
こん

姻
いん

の届
とどけ

出
で

をしていない場
ば

合
あい

は保
ほ

護
ご

の対
たい

象
しょう

とはならない。

2．暴
ぼう

力
りょく

を受
う

けている者
もの

を発
はっ

見
けん

した者
もの

は保
ほ

健
けん

所
じょ

へ通
つう

報
ほう

する。

3．暴
ぼう

力
りょく

には心
しん

身
しん

に有
ゆう

害
がい

な影
えい

響
きょう

を及
およ

ぼす言
こと

葉
ば

が含
ふく

まれる。

4．母
ぼ

子
し

健
けん

康
こう

センターは被
ひ

害
がい

者
しゃ

の保
ほ

護
ご

をする。

63 妊
にん

婦
ぷ

の感
かん

染
せん

症
しょう

と児
じ

への影
えい

響
きょう

の組
くみ

合
あわ

せで正
ただ

しいのはどれか。

1．風
ふう

疹
しん

rubella
白
はく

内
ない

障
しょう

cataract

2．性
せい

器
き

ヘルペス
genital herpes

聴
ちょう

力
りょく

障
しょう

害
がい

3．トキソプラズマ症
しょう

toxoplasmosis
先
せん

天
てん

性
せい

心
しん

疾
しっ

患
かん

congenital heart disease

4．性
せい

器
き

クラミジア感
かん

染
せん

症
しょう

genital chlamydiosis
小
しょう

頭
とう

症
しょう

microcephaly

DKIX-05R-前H-2418
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64 Ａさん�68 歳
さい

、女
じょ

性
せい

!は、胃
い

癌
がん

のため
gastric cancer

入
にゅう

院
いん

した。入
にゅう

院
いん

初
しょ

日
にち

に｢夫
おっと

も癌
がん

になって、亡
な

くなる前
まえ

に痛
いた

みで苦
くる

しんでいました。私
わたし

も痛
いた

みが怖
こわ

いんです｣と言
い

った。看
かん

護
ご

師
し

は、

Ａさんが夫
おっと

のように苦
くる

しむことへの恐
きょう

怖
ふ

や不
ふ

安
あん

があることが分
わ

かり、Ａさんととも

に対
たい

処
しょ

法
ほう

について考
かんが

えた。

この時
じ

点
てん

での患
かん

者
じゃ

-看
かん

護
ご

師
し

関
かん

係
けい

の段
だん

階
かい

はどれか。

1．方
ほう

向
こう

付
づ

け

2．同
どう

一
いつ

化
か

3．開
かい

拓
たく

利
り

用
よう

4．問
もん

題
だい

解
かい

決
けつ

65 訪
ほう

問
もん

看
かん

護
ご

の利
り

用
よう

者
しゃ

に関
かん

する訪
ほう

問
もん

看
かん

護
ご

と病
びょう

院
いん

の外
がい

来
らい

看
かん

護
ご

の連
れん

携
けい

で適
てき

切
せつ

なのはどれ

か。

1．訪
ほう

問
もん

看
かん

護
ご

報
ほう

告
こく

書
しょ

は外
がい

来
らい

看
かん

護
ご

師
し

に提
てい

出
しゅつ

する。

2．利
り

用
よう

者
しゃ

の個
こ

人
じん

情
じょう

報
ほう

の相
そう

互
ご

共
きょう

有
ゆう

に利
り

用
よう

者
しゃ

の承
しょう

諾
だく

書
しょ

は不
ふ

要
よう

である。

3．利
り

用
よう

者
しゃ

が使
し

用
よう

している医
い

療
りょう

材
ざい

料
りょう

の情
じょう

報
ほう

を外
がい

来
らい

看
かん

護
ご

師
し

と共
きょう

有
ゆう

する。

4．訪
ほう

問
もん

看
かん

護
ご

師
し

から外
がい

来
らい

看
かん

護
ご

師
し

に利
り

用
よう

者
しゃ

の外
がい

来
らい

診
しん

察
さつ

の予
よ

約
やく

を依
い

頼
らい

する。

66 Ａさん�42 歳
さい

、女
じょ

性
せい

!は、交
こう

通
つう

事
じ

故
こ

による脊
せき

髄
ずい

損
そん

傷
しょう

で入
にゅう

spinal cord injury
院
いん

し、リハビリテーショ

ンを受
う

けた。Ａさんの排
はい

泄
せつ

の状
じょう

況
きょう

は、間
かん

欠
けつ

的
てき

導
どう

尿
にょう

による排
はい

尿
にょう

と、坐
ざ

薬
やく

による�
みっ

日
か

に

�回
かい

の排
はい

便
べん

である。同
どう

居
きょ

する夫
おっと

と実
じつ

母
ぼ

が導
どう

尿
にょう

の指
し

導
どう

を受
う

け、退
たい

院
いん

することになった。

初
しょ

回
かい

の訪
ほう

問
もん

看
かん

護
ご

は退
たい

院
いん

後
ご

�
みっ

日
か

目
め

とし、その後
ご

は訪
ほう

問
もん

看
かん

護
ご

を週
しゅう

�回
かい

受
う

けることになった。

入
にゅう

院
いん

していた医
い

療
りょう

機
き

関
かん

から提
てい

供
きょう

された患
かん

者
じゃ

情
じょう

報
ほう

のうち、初
しょ

回
かい

訪
ほう

問
もん

のケア計
けい

画
かく

を立
りつ

案
あん

するのに最
もっと

も優
ゆう

先
せん

度
ど

の高
たか

い情
じょう

報
ほう

はどれか。

1．食
しょく

事
じ

の摂
せっ

取
しゅ

量
りょう

2．�日
にち

の導
どう

尿
にょう

回
かい

数
すう

3．最
さい

終
しゅう

排
はい

便
べん

の日
にち

時
じ

4．リハビリテーションの内
ない

容
よう
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67 Ａ君
くん

�B歳
さい

、男
だん

児
じ

!は、父
ふ

母
ぼ

と姉
あね

との�人
にん

で暮
く

らしている。�歳
さい

児
じ

健
けん

康
こう

診
しん

査
さ

で運
うん

動
どう

機
き

能
のう

の発
はっ

達
たつ

の遅
ち

延
えん

を指
し

摘
てき

され、�歳
さい

のときにDuchenneçデュシェンヌê
Duchenne muscular dystrophy

型
がた

筋
きん

ジスト

ロフィーの確
かく

定
てい

診
しん

断
だん

を受
う

けた。現
げん

在
ざい

は、床
ゆか

からの立
た

ち上
あ

がり動
どう

作
さ

に介
かい

助
じょ

が必
ひつ

要
よう

であ

る。見
み

守
まも

りが必
ひつ

要
よう

ではあるが、室
しつ

内
ない

の歩
ほ

行
こう

は自
じ

立
りつ

している。在
ざい

宅
たく

支
し

援
えん

サービスは利
り

用
よう

していない。Ａ君
くん

の外
がい

来
らい

受
じゅ

診
しん

時
じ

に母
はは

親
おや

から｢最
さい

近
きん

、Ａの世
せ

話
わ

をしていると、D歳
さい

の姉
あね

が私
わたし

にしがみついて離
はな

れないので困
こま

ります｣と看
かん

護
ご

師
し

に相
そう

談
だん

があった。

このときの看
かん

護
ご

師
し

の対
たい

応
おう

で最
もっと

も優
ゆう

先
せん

されるのはどれか。

1．姉
あね

の小
しょう

学
がっ

校
こう

の養
よう

護
ご

教
きょう

諭
ゆ

に家
か

庭
てい

訪
ほう

問
もん

を依
い

頼
らい

する。

2．姉
あね

にＡ君
くん

の歩
ほ

行
こう

の見
み

守
まも

りをさせるよう勧
すす

める。

3．短
たん

期
き

入
にゅう

所
しょ

を利
り

用
よう

して父
ふ

母
ぼ

と姉
あね

とで旅
りょ

行
こう

するよう勧
すす

める。

4．居
きょ

宅
たく

介
かい

護
ご

を利
り

用
よう

して母
はは

が姉
あね

と関
かか

わる時
じ

間
かん

を確
かく

保
ほ

することを提
てい

案
あん

する。

68 在
ざい

宅
たく

で訪
ほう

問
もん

看
かん

護
ご

師
し

が行
おこな

う要
よう

介
かい

護
ご

者
しゃ

の入
にゅう

浴
よく

に関
かん

する援
えん

助
じょ

で適
てき

切
せつ

なのはどれか。

1．入
にゅう

浴
よく

前
ぜん

後
ご

に水
すい

分
ぶん

摂
せっ

取
しゅ

を促
うなが

す。

2．浴
よく

室
しつ

の換
かん

気
き

は入
にゅう

浴
よく

直
ちょく

前
ぜん

に行
おこな

う。

3．浴
よく

槽
そう

に入
はい

っている間
あいだ

に更
こう

衣
い

の準
じゅん

備
び

をする。

4．入
にゅう

浴
よく

前
まえ

の身
しん

体
たい

状
じょう

態
たい

の観
かん

察
さつ

を家
か

族
ぞく

に依
い

頼
らい

する。

69 Ａさん�65 歳
さい

、女
じょ

性
せい

!は、夫
おっと

と実
じっ

父
ぷ

との�人
にん

暮
ぐ

らしである。脊
せき

柱
ちゅう

管
かん

狭
きょう

窄
さく

症
しょう

spinal canal stenosis
の術

じゅつ

後
ご

、

地
ち

域
いき

包
ほう

括
かつ

ケア病
びょう

棟
とう

に入
にゅう

院
いん

中
ちゅう

である。退
たい

院
いん

後
ご

は自
じ

宅
たく

に戻
もど

り室
しつ

内
ない

で車
くるま

椅
い

子
す

を利
り

用
よう

する予
よ

定
てい

である。Ａさんの障
しょう

害
がい

高
こう

齢
れい

者
しゃ

の日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

自
じ

立
りつ

度
ど

判
はん

定
てい

基
き

準
じゅん

はB-1 である。

看
かん

護
ご

師
し

による家
か

族
ぞく

への指
し

導
どう

で最
もっと

も適
てき

切
せつ

なのはどれか。

1．家
か

族
ぞく

の生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

を中
ちゅう

心
しん

に屋
おく

内
ない

環
かん

境
きょう

を整
せい

備
び

する。

2．夜
や

間
かん

の車
くるま

椅
い

子
す

によるトイレへの移
い

動
どう

は制
せい

限
げん

する。

3．退
たい

院
いん

後
ご

の生
せい

活
かつ

の課
か

題
だい

に応
おう

じて福
ふく

祉
し

用
よう

具
ぐ

を選
せん

定
てい

する。

4．ベッドから車
くるま

椅
い

子
す

への移
い

動
どう

介
かい

助
じょ

にリフトの導
どう

入
にゅう

を勧
すす

める。
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70 特
とく

定
てい

行
こう

為
い

に係
かか

る看
かん

護
ご

師
し

の研
けん

修
しゅう

制
せい

度
ど

に関
かん

して正
ただ

しいのはどれか。

1．特
とく

定
てい

行
こう

為
い

は診
しん

療
りょう

の補
ほ

助
じょ

行
こう

為
い

である。

2．研
けん

修
しゅう

は都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

知
ち

事
じ

が指
し

定
てい

する研
けん

修
しゅう

機
き

関
かん

で実
じっ

施
し

する。

3．研
けん

修
しゅう

を受
う

けるには 10 年
ねん

以
い

上
じょう

の実
じつ

務
む

経
けい

験
けん

が必
ひつ

要
よう

である。

4．看
かん

護
ご

師
し

等
とう

の人
じん

材
ざい

確
かく

保
ほ

の促
そく

進
しん

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

に定
さだ

められている。

71 ある組
そ

織
しき

では、リーダーの支
し

援
えん

の下
もと

でグループ討
とう

議
ぎ

を経
へ

て方
ほう

針
しん

を決
けっ

定
てい

している。

このリーダーシップスタイルはどれか。

1．委
い

任
にん

的
てき

リーダーシップ

2．参
さん

加
か

的
てき

リーダーシップ

3．教
きょう

示
じ

的
てき

リーダーシップ

4．カリスマ的
てき

リーダーシップ

72 Ａさん�32 歳
さい

、女
じょ

性
せい

!は小
しょう

児
に

専
せん

門
もん

の病
びょう

院
いん

に勤
きん

務
む

していたが、国
こく

際
さい

保
ほ

健
けん

医
い

療
りょう

協
きょう

力
りょく

プ

ログラムで中
ちゅう

央
おう

アフリカ地
ち

域
いき

の州
しゅう

事
じ

務
む

所
しょ

に母
ぼ

子
し

保
ほ

健
けん

担
たん

当
とう

の看
かん

護
ご

師
し

として派
は

遣
けん

され

た。この地
ち

域
いき

は長
なが

く紛
ふん

争
そう

が続
つづ

き、母
ぼ

子
し

の健
けん

康
こう

状
じょう

態
たい

が不
ふ

良
りょう

と聞
き

いた。

Ａさんが現
げん

地
ち

で最
さい

初
しょ

に行
おこな

う業
ぎょう

務
む

はどれか。

1．経
けい

口
こう

補
ほ

水
すい

液
えき

の配
はい

布
ふ

2．乳
にゅう

幼
よう

児
じ

の栄
えい

養
よう

状
じょう

態
たい

の把
は

握
あく

3．女
じょ

性
せい

の識
しき

字
じ

率
りつ

向
こう

上
じょう

の支
し

援
えん

4．病
びょう

院
いん

における母
ぼ

子
し

看
かん

護
ご

業
ぎょう

務
む

の把
は

握
あく
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73 最
もっと

も順
じゅん

応
のう

しにくいのはどれか。

1．視
し

覚
かく

2．嗅
きゅう

覚
かく

3．味
み

覚
かく

4．触
しょっ

覚
かく

5．痛
つう

覚
かく

74 起
き

立
りつ

性
せい

低
てい

血
けつ

圧
あつ

について正
ただ

しいのはどれか。

1．脱
だっ

水
すい

との関
かん

連
れん

はない。

2．高
こう

齢
れい

者
しゃ

には起
お

こりにくい。

3．塩
えん

分
ぶん

の過
か

剰
じょう

摂
せっ

取
しゅ

によって起
お

こる。

4．脳
のう

血
けつ

流
りゅう

の一
いち

時
じ

的
てき

な増
ぞう

加
か

によって生
しょう

じる。

5．自
じ

律
りつ

神
しん

経
けい

障
しょう

害
がい

を起
お

こす疾
しっ

患
かん

で生
しょう

じやすい。

75 平
へい

成
せい

26 年
ねん

�2014 年
ねん

!の人
じん

口
こう

動
どう

態
たい

統
とう

計
けい

における妻
つま

の平
へい

均
きん

初
しょ

婚
こん

年
ねん

齢
れい

はどれか。

1．23.4 歳
さい

2．25.4 歳
さい

3．27.4 歳
さい

4．29.4 歳
さい

5．31.4 歳
さい
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76 人
じん

獣
じゅう

共
きょう

通
つう

感
かん

染
せん

症
しょう

で蚊
か

が媒
ばい

介
かい

するのはどれか。

1．Q 熱
ねつ

Q fever

2．黄
おう

熱
ねつ

yellow fever

3．狂
きょう

犬
けん

病
びょう

rabies

4．オウム病
びょう

psittacosis

5．重
じゅう

症
しょう

熱
ねっ

性
せい

血
けっ

小
しょう

板
ばん

減
げん

少
しょう

症
しょう

候
こう

群
ぐん

çSFTSê
severe fever with thrombocytopenia syndrome

77 医
い

療
りょう

職
しょく

や介
かい

護
ご

職
しょく

の業
ぎょう

務
む

で法
ほう

律
りつ

に規
き

定
てい

されているのはどれか。

1．介
かい

護
ご

福
ふく

祉
し

士
し

は訪
ほう

問
もん

看
かん

護
ご

ができる。

2．薬
やく

剤
ざい

師
し

は薬
くすり

を処
しょ

方
ほう

することができる。

3．臨
りん

床
しょう

検
けん

査
さ

技
ぎ

師
し

は肘
ちゅう

静
じょう

脈
みゃく

から採
さい

血
けつ

ができる。

4．看
かん

護
ご

師
し

は病
びょう

院
いん

の管
かん

理
り

者
しゃ

となることができる。

5．診
しん

療
りょう

放
ほう

射
しゃ

線
せん

技
ぎ

師
し

はエックス線
せん

写
しゃ

真
しん

に基
もと

づく診
しん

断
だん

ができる。

78 思
し

春
しゅん

期
き

に、親
おや

や家
か

族
ぞく

との関
かん

係
けい

が依
い

存
ぞん

的
てき

な関
かん

係
けい

から対
たい

等
とう

な関
かん

係
けい

に変
へん

化
か

し、精
せい

神
しん

的
てき

に

自
じ

立
りつ

することを示
しめ

すのはどれか。

1．自
じ

我
が

同
どう

一
いつ

性
せい

の獲
かく

得
とく

2．心
しん

理
り

的
てき

離
り

乳
にゅう

3．愛
あい

着
ちゃく

形
けい

成
せい

4．探
たん

索
さく

行
こう

動
どう

5．母
ぼ

子
し

分
ぶん

離
り
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79 排
はい

泄
せつ

が自
じ

立
りつ

していない男
だん

児
じ

の一
いっ

般
ぱん

尿
にょう

を採
さい

尿
にょう

バッグを用
もち

いて採
さい

取
しゅ

する方
ほう

法
ほう

で正
ただ

しい

のはどれか。

1．採
さい

尿
にょう

バッグに空
くう

気
き

が入
はい

らないようにする。

2．採
さい

尿
にょう

口
こう

の下
か

縁
えん

を陰
いん

茎
けい

の根
ね

元
もと

の位
い

置
ち

に貼
ちょう

付
ふ

する。

3．採
さい

尿
にょう

バッグを貼
ちょう

付
ふ

している間
あいだ

は座
ざ

位
い

とする。

4．採
さい

取
しゅ

できるまで�時
じ

間
かん

ごとに貼
は

り替
か

える。

5．採
さい

取
しゅ

後
ご

は貼
ちょう

付
ふ

部
ぶ

位
い

をアルコール綿
めん

で清
せい

拭
しき

する。

80 Ａちゃん�B歳
さい

、女
じょ

児
じ

!は、左
ひだり

上
じょう

腕
わん

骨
こつ

顆
か

上
じょう

骨
こっ

折
せつ

と診
しん

断
だん

さ
left supracondylar fracture of humerus

れ、牽
けん

引
いん

治
ち

療
りょう

のために入
にゅう

院
いん

した。医
い

師
し

からＡちゃんと家
か

族
ぞく

に対
たい

し、牽
けん

引
いん

と安
あん

静
せい

臥
が

床
しょう

の必
ひつ

要
よう

性
せい

を説
せつ

明
めい

した後
あと

、弾
だん

性
せい

包
ほう

帯
たい

を用
もち

いて左
ひだり

上
じょう

肢
し

の介
かい

達
たつ

牽
けん

引
いん

を開
かい

始
し

した。

Ａちゃんに対
たい

する看
かん

護
ご

で適
てき

切
せつ

なのはどれか。

1．食
しょく

事
じ

を全
ぜん

介
かい

助
じょ

する。

2．左
ひだり

手
しゅ

指
し

の熱
ねっ

感
かん

を観
かん

察
さつ

する。

3．抑
よく

制
せい

ジャケットを装
そう

着
ちゃく

する。

4．�日
にち

�回
かい

は弾
だん

性
せい

包
ほう

帯
たい

を巻
ま

き直
なお

す。

5．痛
いた

みに応
おう

じて牽
けん

引
いん

の重
じゅう

錘
すい

の重
おも

さを変
へん

更
こう

する。

81 精
せい

神
しん

科
か

病
びょう

院
いん

の閉
へい

鎖
さ

病
びょう

棟
とう

に入
にゅう

院
いん

中
ちゅう

の患
かん

者
じゃ

宛
あ

てに厚
あつ

みのある封
ふう

筒
とう

が届
とど

いた。差
さし

出
だし

人
にん

は

記
き

載
さい

されていなかった。

当
とう

日
じつ

の看
かん

護
ご

師
し

の対
たい

応
おう

で適
てき

切
せつ

なのはどれか。

1．患
かん

者
じゃ

に渡
わた

さず破
は

棄
き

する。

2．患
かん

者
じゃ

による開
かい

封
ふう

に立
た

ち会
あ

う。

3．開
かい

封
ふう

せず患
かん

者
じゃ

の家
か

族
ぞく

に転
てん

送
そう

する。

4．看
かん

護
ご

師
し

が開
かい

封
ふう

して内
ない

容
よう

を確
かく

認
にん

してから患
かん

者
じゃ

に渡
わた

す。

5．退
たい

院
いん

まで開
かい

封
ふう

せずにナースステーションで保
ほ

管
かん

する。
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82 潰
かい

瘍
よう

性
せい

大
だい

腸
ちょう

炎
えん

ulcerative colitis
の特

とく

徴
ちょう

で正
ただ

しいのはどれか。�
ふた

つ選
えら

べ。

1．遺
い

伝
でん

性
せい

である。

2．直
ちょく

腸
ちょう

に好
こう

発
はつ

する。

3．縦
じゅう

走
そう

潰
かい

瘍
よう

が特
とく

徴
ちょう

である。

4．大
だい

腸
ちょう

癌
がん

の危
き

険
けん

colorectal cancer
因
いん

子
し

である。

5．大
たい

量
りょう

の水
すい

様
よう

性
せい

下
げ

痢
り

が特
とく

徴
ちょう

である。

83 児
じ

童
どう

相
そう

談
だん

所
しょ

について正
ただ

しいのはどれか。�
ふた

つ選
えら

べ。

1．国
くに

が設
せっ

置
ち

する。

2．児
じ

童
どう

福
ふく

祉
し

司
し

が配
はい

置
ち

されている。

3．母
はは

親
おや

を一
いち

時
じ

保
ほ

護
ご

する機
き

能
のう

を持
も

つ。

4．知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

に関
かん

する相
そう

談
だん

を受
う

ける。

5．児
じ

童
どう

の保
ほ

健
けん

について正
ただ

しい衛
えい

生
せい

知
ち

識
しき

の普
ふ

及
きゅう

を図
はか

る。

84 国
こく

際
さい

生
せい

活
かつ

機
き

能
のう

分
ぶん

類
るい

çICFêの構
こう

成
せい

要
よう

素
そ

はどれか。�
ふた

つ選
えら

べ。

1．参
さん

加
か

2．休
きゅう

息
そく

3．社
しゃ

会
かい

的
てき

不
ふ

利
り

4．生
せい

活
かつ

関
かん

連
れん

動
どう

作
さ

5．心
しん

身
しん

機
き

能
のう

・構
こう

造
ぞう
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85 Ａさん�48 歳
さい

、男
だん

性
せい

!は、右
みぎ

眼
め

の視
し

野
や

に見
み

えにくい部
ぶ

位
い

があることに気
き

付
づ

き眼
がん

科
か

を受
じゅ

診
しん

した。暗
くら

い部
へ

屋
や

で見
み

えにくいことはない。頭
ず

痛
つう

や悪
お

心
しん

はない。

Ａさんの疾
しっ

患
かん

を診
しん

断
だん

するのに必
ひつ

要
よう

な検
けん

査
さ

はどれか。�
ふた

つ選
えら

べ。

1．脳
のう

波
は

検
けん

査
さ

2．色
しき

覚
かく

検
けん

査
さ

3．眼
がん

圧
あつ

測
そく

定
てい

4．眼
がん

底
てい

検
けん

査
さ

5．眼
がん

球
きゅう

運
うん

動
どう

検
けん

査
さ

86 麻
ま

疹
しん

に
measles

関
かん

して正
ただ

しいのはどれか。�
ふた

つ選
えら

べ。

1．合
がっ

併
ぺい

症
しょう

として脳
のう

炎
えん

がある。

2．感
かん

染
せん

力
りょく

は発
ほっ

疹
しん

期
き

が最
もっと

も強
つよ

い。

3．効
こう

果
か

的
てき

な抗
こう

ウイルス薬
やく

がある。

4．�回
かい

のワクチン定
てい

期
き

接
せっ

種
しゅ

が行
おこな

われている。

5．エンテロウイルスの感
かん

染
せん

によって発
はっ

症
しょう

する。

87 Ａさん�30 歳
さい

、女
じょ

性
せい

!。月
げっ

経
けい

周
しゅう

期
き

は 28 日
にち

型
がた

で規
き

則
そく

的
てき

である。�
いつ

日
か

間
かん

月
げっ

経
けい

があり、

現
げん

在
ざい

、月
げっ

経
けい

終
しゅう

了
りょう

後
ご

14 日
か

が経
けい

過
か

した。

この時
じ

期
き

のＡさんの状
じょう

態
たい

で推
すい

定
てい

されるのはどれか。�
ふた

つ選
えら

べ。

1．排
はい

卵
らん

後
ご

である。

2．乳
にゅう

房
ぼう

緊
きん

満
まん

感
かん

がある。

3．子
し

宮
きゅう

内
ない

膜
まく

は増
ぞう

殖
しょく

期
き

である。

4．基
き

礎
そ

体
たい

温
おん

は低
てい

温
おん

相
そう

である。

5．子
し

宮
きゅう

頸
けい

管
かん

の粘
ねん

液
えき

量
りょう

が増
ぞう

加
か

する。
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88 入
にゅう

院
いん

集
しゅう

団
だん

精
せい

神
しん

療
りょう

法
ほう

において、看
かん

護
ご

師
し

が担
にな

うリーダーの役
やく

割
わり

で正
ただ

しいのはどれか。

�
ふた

つ選
えら

べ。

1．患
かん

者
じゃ

間
かん

の発
はつ

言
げん

量
りょう

を均
きん

等
とう

にする。

2．沈
ちん

黙
もく

も意
い

味
み

があると受
う

け止
と

める。

3．メンバーの座
すわ

る位
い

置
ち

を固
こ

定
てい

する。

4．患
かん

者
じゃ

の非
ひ

言
げん

語
ご

的
てき

サインに注
ちゅう

目
もく

する。

5．話
わ

題
だい

が変
か

わった場
ば

合
あい

はすぐに戻
もど

す。

89 精
せい

神
しん

保
ほ

健
けん

医
い

療
りょう

福
ふく

祉
し

に関
かん

する法
ほう

律
りつ

について正
ただ

しいのはどれか。�
ふた

つ選
えら

べ。

1．自
じ

殺
さつ

対
たい

策
さく

基
き

本
ほん

法
ほう

に基
もと

づき自
じ

殺
さつ

総
そう

合
ごう

対
たい

策
さく

大
たい

綱
こう

が策
さく

定
てい

されている。

2．障
しょう

害
がい

者
しゃ

基
き

本
ほん

法
ほう

の対
たい

象
しょう

は身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

と精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

の�障
しょう

害
がい

と規
き

定
てい

されている。

3．発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

者
しゃ

支
し

援
えん

法
ほう

における発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

の定
てい

義
ぎ

には統
とう

合
ごう

失
しっ

調
ちょう

症
しょう

schizophrenia
が含

ふく

まれる。

4．精
せい

神
しん

通
つう

院
いん

医
い

療
りょう

の公
こう

費
ひ

負
ふ

担
たん

は精
せい

神
しん

保
ほ

健
けん

福
ふく

祉
し

法
ほう

による自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

医
い

療
りょう

で規
き

定
てい

されて

いる。

5．犯
はん

罪
ざい

被
ひ

害
がい

者
しゃ

等
とう

基
き

本
ほん

法
ほう

は犯
はん

罪
ざい

被
ひ

害
がい

者
しゃ

等
とう

の権
けん

利
り

利
り

益
えき

の保
ほ

護
ご

を図
はか

ることを目
もく

標
ひょう

とし

ている。

90 災
さい

害
がい

拠
きょ

点
てん

病
びょう

院
いん

について正
ただ

しいのはどれか。�
ふた

つ選
えら

べ。

1．広
こう

域
いき

災
さい

害
がい

医
い

療
りょう

に対
たい

応
おう

する。

2．災
さい

害
がい

発
はっ

生
せい

時
じ

に指
し

定
てい

される。

3．医
い

療
りょう

救
きゅう

護
ご

班
はん

の派
は

遣
けん

機
き

能
のう

を持
も

つ。

4．免
めん

震
しん

構
こう

造
ぞう

であることが指
し

定
てい

要
よう

件
けん

である。

5．救
きゅう

急
きゅう

救
きゅう

命
めい

士
し

の配
はい

置
ち

が義
ぎ

務
む

付
づ

けられている。
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次
つぎ

の文
ぶん

を読
よ

み 91〜93 の問
と

いに答
こた

えよ。

Ａさん�53 歳
さい

、男
だん

性
せい

、会
かい

社
しゃ

員
いん

!は、�週
しゅう

前
まえ

から�
けん

怠
たい

感
かん

が強
つよ

く、尿
にょう

が濃
こ

くなり、眼
め

の

黄
おう

染
せん

もみられたため、近
ちか

くの医
い

療
りょう

機
き

関
かん

を受
じゅ

診
しん

し黄
おう

疸
だん

と診
しん

断
だん

された。総
そう

合
ごう

病
びょう

院
いん

の消
しょう

化
か

器
き

内
ない

科
か

を紹
しょう

介
かい

され受
じゅ

診
しん

した。時
とき

々
どき

、便
べん

が黒
くろ

いことはあったが、腹
ふく

痛
つう

はなかった。既
き

往
おう

歴
れき

に特
とっ

記
き

すべきことはない。来
らい

院
いん

時
じ

のバイタルサインは、体
たい

温
おん

36.8 ℃、脈
みゃく

拍
はく

68/分
ふん

、

血
けつ

圧
あつ

134/82 mmHgであった。血
けつ

液
えき

検
けん

査
さ

データは、アルブミン 4.2 g/dL、ASTçGOTê

69 IU/L、ALTçGPTê72 IU/L、総
そう

ビリルビン 14.6 mg/dL、直
ちょく

接
せつ

ビリルビン 12.5

mg/dL、アミラーゼ 45 IU/L、Fe 27 μg/dL、尿
にょう

素
そ

窒
ちっ

素
そ

16.5 mg/dL、クレアチニン

0.78 mg/dL、白
はっ

血
けっ

球
きゅう

9,200/μL、Hb 11.2 g/dL、血
けっ

小
しょう

板
ばん

23 万
まん

/μL、CRP 2.8 mg/dL

であった。

91 Ａさんのアセスメントで正
ただ

しいのはどれか。�
ふた

つ選
えら

べ。

1．脱
だっ

水
すい

がある。

2．閉
へい

塞
そく

性
せい

黄
おう

疸
だん

であ
obstructive jaundice

る。

3．膵
すい

炎
えん

を発
はっ

pancreatitis
症
しょう

している。

4．急
きゅう

性
せい

腎
じん

不
ふ

全
ぜん

を発
はっ

acute renal failure
症
しょう

している。

5．鉄
てつ

欠
けつ

乏
ぼう

性
せい

貧
ひん

血
けつ

の
iron-deficiency anemia

可
か

能
のう

性
せい

がある。
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92 腹
ふく

部
ぶ

造
ぞう

影
えい

CTにて膵
すい

頭
とう

部
ぶ

癌
がん

が疑
うたが

われ、
pancreatic head carcinoma

内
ない

視
し

鏡
きょう

的
てき

逆
ぎゃっ

行
こう

性
せい

胆
たん

管
かん

膵
すい

管
かん

造
ぞう

影
えい

çERCPêが行
おこな

われ、膵
すい

液
えき

細
さい

胞
ぼう

診
しん

と膵
すい

管
かん

擦
さっ

過
か

細
さい

胞
ぼう

診
しん

とが行
おこな

われた。また、内
ない

視
し

鏡
きょう

的
てき

経
けい

鼻
び

胆
たん

道
どう

ドレナ

ージçENBDêが行
おこな

われ、ドレナージチューブが留
りゅう

置
ち

された。処
しょ

置
ち

後
ご

18 時
じ

間
かん

、チュ

ーブからの排
はい

液
えき

は良
りょう

好
こう

で、腹
ふく

痛
つう

はなく、Ａさんはチューブが固
こ

定
てい

されている鼻
び

翼
よく

の

違
い

和
わ

感
かん

を訴
うった

えている。バイタルサインは、体
たい

温
おん

37.1 ℃、脈
みゃく

拍
はく

76/分
ふん

、血
けつ

圧
あつ

128/80 mmHgであった。血
けつ

液
えき

検
けん

査
さ

データは、総
そう

ビリルビン 11.2 mg/dL、直
ちょく

接
せつ

ビ

リルビン 8.2 mg/dL、アミラーゼ 96 IU/L、白
はっ

血
けっ

球
きゅう

9,800/μL、CRP 3.5 mg/dL で

あった。

このときのＡさんへの看
かん

護
ご

で正
ただ

しいのはどれか。

1．禁
きん

食
しょく

が続
つづ

くことを伝
つた

える。

2．ベッド上
じょう

安
あん

静
せい

が必
ひつ

要
よう

であることを伝
つた

える。

3．鼻
び

翼
よく

にドレナージチューブが接
せっ

触
しょく

していないか確
かく

認
にん

する。

4．ドレナージチューブを持
じ

続
ぞく

吸
きゅう

引
いん

器
き

に接
せつ

続
ぞく

する準
じゅん

備
び

をする。

93 細
さい

胞
ぼう

診
しん

の結
けっ

果
か

、クラスⅤで膵
すい

頭
とう

部
ぶ

癌
がん

と診
しん

断
だん

され
pancreatic head carcinoma

た。上
じょう

部
ぶ

消
しょう

化
か

管
かん

内
ない

視
し

鏡
きょう

検
けん

査
さ

で十
じゅう

二
に

指
し

腸
ちょう

に出
しゅっ

血
けつ

を伴
ともな

う膵
すい

癌
がん

の浸
しん

潤
じゅん

を
pancreatic cancer

認
みと

め、胃
い

切
せつ

除
じょ

を伴
ともな

う膵
すい

頭
とう

十
じゅう

二
に

指
し

腸
ちょう

切
せつ

除
じょ

術
じゅつ

が行
おこな

われ

た。術
じゅつ

後
ご

、中
ちゅう

心
しん

静
じょう

脈
みゃく

栄
えい

養
よう

法
ほう

çIVHêを行
おこな

ったがインスリンの投
とう

与
よ

は必
ひつ

要
よう

ないと判
はん

断
だん

さ

れた。経
けい

過
か

は良
りょう

好
こう

であり、食
しょく

事
じ

が開
かい

始
し

された。

このときのＡさんに対
たい

する説
せつ

明
めい

で適
てき

切
せつ

なのはどれか。

1．便
べん

秘
ぴ

が起
お

こりやすい。

2．脂
し

質
しつ

の制
せい

限
げん

は不
ふ

要
よう

である。

3．カロリー制
せい

限
げん

が必
ひつ

要
よう

となる。

4．ダンピング症
しょう

状
じょう

が起
お

こりやすい。
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次
つぎ

の文
ぶん

を読
よ

み 94〜96 の問
と

いに答
こた

えよ。

Ａさん�25 歳
さい

、男
だん

性
せい

!は、オートバイの単
たん

独
どく

事
じ

故
こ

による交
こう

通
つう

外
がい

傷
しょう

で救
きゅう

急
きゅう

病
びょう

院
いん

に入
にゅう

院
いん

した。外
がい

傷
しょう

部
ぶ

位
い

は左
ひだり

上
じょう

下
か

肢
し

で、左
ひだり

脛
けい

骨
こつ

骨
こっ

折
せつ

に
left tibial fracture

対
たい

しては長
ちょう

下
か

肢
し

ギプス固
こ

定
てい

をした。左
ひだり

前
ぜん

腕
わん

部
ぶ

は不
ふ

全
ぜん

切
せつ

断
だん

で、再
さい

接
せっ

着
ちゃく

術
じゅつ

が行
おこな

われた。

94 入
にゅう

院
いん

後
ご

�
みっ

日
か

、左
ひだり

足
そく

趾
し

のしびれと足
そく

背
はい

の�
とう

痛
つう

を訴
うった

えた。

看
かん

護
ご

師
し

の観
かん

察
さつ

で適
てき

切
せつ

なのはどれか。�
ふた

つ選
えら

べ。

1．膝
しっ

窩
か

動
どう

脈
みゃく

を触
しょく

知
ち

する。

2．足
そく

背
はい

の皮
ひ

膚
ふ

色
しょく

を観
かん

察
さつ

する。

3．足
そく

趾
し

の屈
くっ

伸
しん

運
うん

動
どう

が可
か

能
のう

か確
かく

認
にん

する。

4．Volkmannçフォルクマンê拘
こう

縮
しゅく

の有
う

無
む

を確
かく

認
にん

する。

5．ギプスを数
すう

cmカットして浮
ふ

腫
しゅ

の有
う

無
む

を確
かく

認
にん

する。

95 入
にゅう

院
いん

後
ご

B
むい

日
か

、左
ひだり

前
ぜん

腕
わん

部
ぶ

の接
せっ

着
ちゃく

部
ぶ

から末
まっ

�
しょう

側
そく

が壊
え

死
し

し、前
ぜん

腕
わん

切
せつ

断
だん

術
じゅつ

が行
おこな

われた。術
じゅつ

後
ご

�
よっ

日
か

、Ａさんは幻
げん

肢
し

痛
つう

を訴
うった

えた。

看
かん

護
ご

師
し

の対
たい

応
おう

で適
てき

切
せつ

なのはどれか。

1．切
せつ

断
だん

端
たん

に弾
だん

力
りょく

包
ほう

帯
たい

を巻
ま

く。

2．切
せつ

断
だん

端
たん

のマッサージを行
おこな

う。

3．肘
ちゅう

関
かん

節
せつ

を屈
くっ

曲
きょく

したままにする。

4．鎮
ちん

痛
つう

薬
やく

では幻
げん

肢
し

痛
つう

を軽
けい

減
げん

できないことを説
せつ

明
めい

する。

DKIX-05R-前H-3630
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96 下
か

肢
し

は長
ちょう

下
か

肢
し

ギプスから膝
しつ

蓋
がい

腱
けん

支
し

持
じ

ギプスに変
へん

更
こう

され、左
ひだり

上
じょう

肢
し

は義
ぎ

肢
し

が装
そう

着
ちゃく

され

て自
じ

宅
たく

へ退
たい

院
いん

することになった。

Ａさんに対
たい

する退
たい

院
いん

指
し

導
どう

で適
てき

切
せつ

なのはどれか。

1．外
がい

出
しゅつ

を控
ひか

えるように指
し

導
どう

する。

2．左
ひだり

前
ぜん

腕
わん

部
ぶ

に意
い

識
しき

を集
しゅう

中
ちゅう

しないように説
せつ

明
めい

する。

3．義
ぎ

肢
し

を装
そう

着
ちゃく

して動
どう

作
さ

訓
くん

練
れん

を計
けい

画
かく

的
てき

に進
すす

めるよう指
し

導
どう

する。

4．受
じゅ

傷
しょう

前
まえ

と同
おな

じ日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

動
どう

作
さ

çADLêができることを目
もく

標
ひょう

に指
し

導
どう

する。

DKIX-05R-前H-3731
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次
つぎ

の文
ぶん

を読
よ

み 97〜99 の問
と

いに答
こた

えよ。

Ａさん�71 歳
さい

、女
じょ

性
せい

!は、要
よう

介
かい

護
ご

�で、ベッドからの立
た

ち上
あ

がりや入
にゅう

浴
よく

などに一
いち

部
ぶ

介
かい

助
じょ

を必
ひつ

要
よう

とするが、歩
ほ

行
こう

器
き

で室
しつ

内
ない

を移
い

動
どう

できる。失
しっ

禁
きん

することがあるため失
しっ

禁
きん

用
よう

の

パッドを装
そう

着
ちゃく

している。Ａさんは介
かい

護
ご

老
ろう

人
じん

保
ほ

健
けん

施
し

設
せつ

の短
たん

期
き

入
にゅう

所
しょ

çショートステイêを利
り

用
よう

している。入
にゅう

所
しょ

した日
ひ

の夕
ゆう

方
がた

から、水
すい

様
よう

便
べん

と嘔
おう

吐
と

とがみられ、感
かん

染
せん

性
せい

胃
い

腸
ちょう

炎
えん

が疑
うたが

infectious gastroenteritis
わ

れてトイレ付
つ

きの個
こ

室
しつ

に移
い

動
どう

した。

97 感
かん

染
せん

症
しょう

の拡
かく

大
だい

を予
よ

防
ぼう

する方
ほう

法
ほう

で適
てき

切
せつ

なのはどれか。

1．使
つか

い捨
す

ての食
しょっ

器
き

に変
か

える。

2．汚
お

物
ぶつ

の付
ふ

着
ちゃく

した衣
い

類
るい

は焼
しょう

却
きゃく

処
しょ

分
ぶん

する。

3．排
はい

泄
せつ

介
かい

助
じょ

を行
おこな

う看
かん

護
ご

師
し

はガウンを装
そう

着
ちゃく

する。

4．Ａさんの手
しゅ

指
し

を速
そっ

乾
かん

性
せい

擦
さっ

式
しき

の手
しゅ

指
し

消
しょう

毒
どく

薬
やく

で消
しょう

毒
どく

する。

5．Ａさんが触
ふ

れた歩
ほ

行
こう

器
き

を 80 %エタノールで清
せい

拭
しき

する。

98 Ａさんは下
げ

痢
り

と嘔
おう

吐
と

の症
しょう

状
じょう

が続
つづ

き、発
はっ

症
しょう

当
とう

日
じつ

の夜
よる

から、集
しゅう

中
ちゅう

力
りょく

の低
てい

下
か

と頻
ひん

脈
みゃく

とが

みられた。口
こう

渇
かつ

はない。翌
よく

朝
あさ

は症
しょう

状
じょう

が軽
けい

減
げん

したものの、午
ご

後
ご

になり見
けん

当
とう

識
しき

障
しょう

害
がい

も現
あらわ

れた。

Ａさんに起
お

きている状
じょう

態
たい

として最
もっと

も考
かんが

えられるのはどれか。

1．脱
だっ

水
すい

2．硬
こう

膜
まく

下
か

血
けっ

腫
しゅ

subdural hematoma

3．認
にん

知
ち

症
しょう

dementia
の中

ちゅう

核
かく

症
しょう

状
じょう

4．隔
かく

離
り

による拘
こう

禁
きん

症
しょう

状
じょう
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99 発
はっ

症
しょう

から�
ふつ

日
か

目
め

の午
ご

後
ご

、Ａさんの仙
せん

骨
こつ

部
ぶ

に直
ちょっ

径
けい

�cm程
てい

度
ど

のステージⅠの褥
じょく

瘡
そう

が

出
しゅつ

現
げん

した。嘔
おう

吐
と

は消
しょう

失
しつ

したが下
げ

痢
り

が続
つづ

き、�〜�時
じ

間
かん

ごとにトイレを使
し

用
よう

してい

る。

この時
じ

点
てん

の褥
じょく

瘡
そう

に対
たい

する看
かん

護
ご

で最
もっと

も優
ゆう

先
せん

されるのはどれか。

1．壊
え

死
し

組
そ

織
しき

の除
じょ

去
きょ

2．エアマットレスの使
し

用
よう

3．撥
はっ

水
すい

性
せい

の高
たか

いクリームの塗
と

布
ふ

4．亜
あ

鉛
えん

入
い

りの栄
えい

養
よう

補
ほ

助
じょ

食
しょく

品
ひん

の摂
せっ

取
しゅ
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次
つぎ

の文
ぶん

を読
よ

み 100〜102 の問
と

いに答
こた

えよ。

Ａ君
くん

��か月
げつ

、男
だん

児
じ

!は、�か月
げつ

児
じ

健
けん

康
こう

診
しん

査
さ

で尿
にょう

道
どう

下
か

裂
れつ

hypospadias
の疑

うたが

いを指
し

摘
てき

され、小
しょう

児
に

科
か

を

受
じゅ

診
しん

した。検
けん

査
さ

の結
けっ

果
か

、遠
えん

位
い

型
がた

尿
にょう

道
どう

下
か

裂
れつ

distal hypospadias
と診

しん

断
だん

された。主
しゅ

治
じ

医
い

から母
はは

親
おや

に対
たい

し、体
たい

重
じゅう

の増
ぞう

加
か

を待
ま

ち�歳
さい

前
ぜん

後
ご

で尿
にょう

道
どう

形
けい

成
せい

術
じゅつ

を行
おこな

う必
ひつ

要
よう

性
せい

について説
せつ

明
めい

があった。母
はは

親
おや

から看
かん

護
ご

師
し

に対
たい

し｢手
しゅ

術
じゅつ

を受
う

けるまでの間
あいだ

、どう過
す

ごしたらよいですか｣と質
しつ

問
もん

があった。

100 看
かん

護
ご

師
し

の説
せつ

明
めい

で適
てき

切
せつ

なのはどれか。

1．｢尿
にょう

量
りょう

を計
けい

測
そく

してください｣

2．｢手
しゅ

術
じゅつ

まで外
がい

来
らい

の受
じゅ

診
しん

はありません｣

3．｢予
よ

防
ぼう

接
せっ

種
しゅ

の時
じ

期
き

は主
しゅ

治
じ

医
い

と相
そう

談
だん

してください｣

4．｢オムツを交
こう

換
かん

するたびに尿
にょう

道
どう

口
こう

を消
しょう

毒
どく

してください｣

101 Ａ君
くん

は�歳
さい

�か月
げつ

になり、尿
にょう

道
どう

形
けい

成
せい

術
じゅつ

を行
おこな

うために入
にゅう

院
いん

した。手
しゅ

術
じゅつ

当
とう

日
じつ

、点
てん

滴
てき

静
じょう

脈
みゃく

内
ない

注
ちゅう

射
しゃ

による持
じ

続
ぞく

点
てん

滴
てき

と尿
にょう

道
どう

カテーテルが挿
そう

入
にゅう

された状
じょう

態
たい

で帰
き

室
しつ

した。創
そう

部
ぶ

の陰
いん

茎
けい

全
ぜん

体
たい

はガーゼとフィルムドレッシング材
ざい

で保
ほ

護
ご

されていた。手
しゅ

術
じゅつ

翌
よく

日
じつ

、ガーゼに

茶
ちゃ

褐
かっ

色
しょく

の血
けつ

液
えき

が付
ふ

着
ちゃく

していた。創
そう

部
ぶ

が排
はい

便
べん

で汚
お

染
せん

されており、ガーゼを外
はず

すと創
そう

部
ぶ

に軽
けい

度
ど

腫
しゅ

脹
ちょう

がみられているが膿
のう

の付
ふ

着
ちゃく

はない。尿
にょう

道
どう

カテーテルの周
しゅう

囲
い

から尿
にょう

が漏
も

れ

ていた。Ａ君
くん

は｢ママ｣と言
い

い不
ふ

機
き

嫌
げん

に泣
な

いている。体
たい

温
おん

37.0 ℃、呼
こ

吸
きゅう

数
すう

28/分
ふん

、

脈
みゃく

拍
はく

120/分
ふん

、血
けつ

圧
あつ

100/58 mmHgであった。

この時
じ

点
てん

のＡ君
くん

の状
じょう

態
たい

として最
もっと

も可
か

能
のう

性
せい

が高
たか

いのはどれか。

1．創
そう

部
ぶ

痛
つう

はない。

2．出
しゅっ

血
けつ

が続
つづ

いている。

3．創
そう

部
ぶ

の感
かん

染
せん

を起
お

こしている。

4．尿
にょう

道
どう

カテーテルが閉
へい

塞
そく

している。
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102 Ａ君
くん

は、手
しゅ

術
じゅつ

を受
う

けて�週
しゅう

が経
けい

過
か

した。全
ぜん

身
しん

状
じょう

態
たい

が安
あん

定
てい

したため、尿
にょう

道
どう

カテーテ

ルが抜
ばっ

去
きょ

された。医
い

師
し

から母
はは

親
おや

に｢�
みっ

日
か

間
かん

、経
けい

過
か

を観
かん

察
さつ

し、問
もん

題
だい

がなければ退
たい

院
いん

で

きます。退
たい

院
いん

�か月
げつ

後
ご

に外
がい

来
らい

を受
じゅ

診
しん

してください｣と説
せつ

明
めい

があった。退
たい

院
いん

から外
がい

来
らい

受
じゅ

診
しん

までの日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

の留
りゅう

意
い

点
てん

に関
かん

して看
かん

護
ご

師
し

が母
はは

親
おや

へ指
し

導
どう

することになった。

指
し

導
どう

で適
てき

切
せつ

なのはどれか。

1．｢水
すい

分
ぶん

は控
ひか

えましょう｣

2．｢入
にゅう

浴
よく

は避
さ

けましょう｣

3．｢�日
にち

�回
かい

導
どう

尿
にょう

をしましょう｣

4．｢腹
はら

ばいの姿
し

勢
せい

は避
さ

けましょう｣
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次
つぎ

の文
ぶん

を読
よ

み 103〜105 の問
と

いに答
こた

えよ。

Ａ君
くん

��歳
さい

Bか月
げつ

、男
だん

児
じ

!。両
りょう

親
しん

との�人
にん

暮
ぐ

らし。脳
のう

性
せい

麻
ま

痺
ひ

と
cerebral palsy

診
しん

断
だん

され、自
じ

力
りき

で座
ざ

位
い

の保
ほ

持
じ

と歩
ほ

行
こう

はできず専
せん

用
よう

の車
くるま

椅
い

子
す

を使
し

用
よう

している。話
はな

しかけると相
あい

手
て

の目
め

を見
み

て笑
え

顔
がお

を見
み

せ、喃
なん

語
ご

を話
はな

す。食
しょく

事
じ

はきざみ食
しょく

でスプーンを使
つか

うことができるが、こぼすこ

とが多
おお

く介
かい

助
じょ

が必
ひつ

要
よう

である。排
はい

泄
せつ

、清
せい

潔
けつ

および更
こう

衣
い

は全
ぜん

介
かい

助
じょ

が必
ひつ

要
よう

である。

103 定
てい

期
き

受
じゅ

診
しん

のため外
がい

来
らい

を受
じゅ

診
しん

した。バイタルサインは、体
たい

温
おん

37.5 ℃、呼
こ

吸
きゅう

数
すう

32/分
ふん

、心
しん

拍
ぱく

数
すう

120/分
ふん

、血
けつ

圧
あつ

108/48 mmHgであった。両
りょう

上
じょう

肢
し

と手
しゅ

関
かん

節
せつ

は屈
くっ

曲
きょく

、両
りょう

下
か

肢
し

は交
こう

差
さ

伸
しん

展
てん

し、背
せ

を反
そ

らしており、全
ぜん

身
しん

が緊
きん

張
ちょう

している。母
はは

親
おや

は看
かん

護
ご

師
し

に｢Ａ

は、便
べん

は出
で

ない日
ひ

がありますが大
だい

体
たい

毎
まい

日
にち

出
で

ています。時
とき

々
どき

夜
よる

遅
おそ

くまで眠
ねむ

らない日
ひ

が

ありますが日
にっ

中
ちゅう

は機
き

嫌
げん

良
よ

くしています｣と話
はな

した。

母
はは

親
おや

に指
し

導
どう

すべき内
ない

容
よう

で優
ゆう

先
せん

度
ど

が高
たか

いのはどれか。

1．感
かん

染
せん

予
よ

防
ぼう

2．筋
きん

緊
きん

張
ちょう

の緩
かん

和
わ

3．排
はい

便
べん

コントロール

4．呼
こ

吸
きゅう

機
き

能
のう

の悪
あっ

化
か

予
よ

防
ぼう

5．睡
すい

眠
みん

パターンのコントロール

104 Ａ君
くん

の食
しょく

事
じ

について看
かん

護
ご

師
し

が母
はは

親
おや

に尋
たず

ねると｢食
た

べこぼしが多
おお

く、食
た

べながらう

とうとしてしまい時
じ

間
かん

がかかるし、十
じゅう

分
ぶん

な量
りょう

も食
た

べられていません｣と話
はな

した。

Ａ君
くん

の食
しょく

事
じ

に関
かん

する母
はは

親
おや

への指
し

導
どう

で最
もっと

も適
てき

切
せつ

なのはどれか。

1．｢経
けい

腸
ちょう

栄
えい

養
よう

剤
ざい

の開
かい

始
し

について医
い

師
し

と相
そう

談
だん

しましょう｣

2．｢ホームヘルパーの依
い

頼
らい

を検
けん

討
とう

しましょう｣

3．｢食
しょく

事
じ

時
じ

間
かん

を 20 分
ぷん

以
い

内
ない

にしましょう｣

4．｢ペースト食
しょく

にしてみましょう｣
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105 現
げん

在
ざい

、Ａ君
くん

の母
はは

親
おや

は妊
にん

娠
しん

16 週
しゅう

で順
じゅん

調
ちょう

に経
けい

過
か

している。母
はは

親
おや

は｢出
しゅっ

産
さん

のときにＡを

預
あず

かってくれるところを探
さが

そうと思
おも

っています｣と看
かん

護
ご

師
し

に話
はな

した。父
ちち

親
おや

は会
かい

社
しゃ

員
いん

で、毎
まい

日
にち

20 時
じ

ころ帰
き

宅
たく

する。Ａ君
くん

の祖
そ

父
ふ

母
ぼ

は遠
えん

方
ぽう

に住
す

んでおり支
し

援
えん

をすることが

できない。

母
はは

親
おや

に情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

する社
しゃ

会
かい

資
し

源
げん

で最
もっと

も適
てき

切
せつ

なのはどれか。

1．乳
にゅう

児
じ

院
いん

2．病
びょう

児
じ

保
ほ

育
いく

3．情
じょう

緒
ちょ

障
しょう

害
がい

児
じ

短
たん

期
き

入
にゅう

所
しょ

施
し

設
せつ

4．レスパイトを目
もく

的
てき

とする入
にゅう

院
いん

5．ファミリーサポートセンター

DKIX-05R-前H-4337



DKIX05R午前H.smd  Page 44 16/12/19 14:39  v3.30

次
つぎ

の文
ぶん

を読
よ

み 106〜108 の問
と

いに答
こた

えよ。

在
ざい

胎
たい

40 週
しゅう

�
ふつ

日
か

、正
せい

常
じょう

分
ぶん

娩
べん

で出
しゅっ

生
せい

した男
だん

児
じ

。出
しゅっ

生
せい

時
じ

体
たい

重
じゅう

3,300 g、身
しん

長
ちょう

48.5 cm。生
せい

後
ご

�日
にち

の体
たい

重
じゅう

は 3,200 g。バイタルサインは腋
えき

窩
か

温
おん

37.2 ℃、呼
こ

吸
きゅう

数
すう

70/分
ふん

、心
しん

拍
ぱく

数
すう

130/分
ふん

。出
しゅっ

生
せい

後
ご

24 時
じ

間
かん

までに、排
はい

尿
にょう

が�回
かい

、排
はい

便
べん

が�回
かい

みられた。

106 児
じ

の状
じょう

態
たい

で正
せい

常
じょう

から逸
いつ

脱
だつ

しているのはどれか。

1．体
たい

温
おん

2．呼
こ

吸
きゅう

数
すう

3．心
しん

拍
ぱく

数
すう

4．排
はい

尿
にょう

回
かい

数
すう

5．排
はい

便
べん

回
かい

数
すう

107 生
せい

後
ご

�
ふつ

日
か

、医
い

師
し

の診
しん

察
さつ

で問
もん

題
だい

がないことが確
かく

認
にん

され、母
ぼ

児
じ

同
どう

室
しつ

を開
かい

始
し

した。身
しん

体
たい

測
そく

定
てい

を行
おこな

うため、児
じ

を新
しん

生
せい

児
じ

室
しつ

に移
い

送
そう

した。児
じ

は四
し

肢
し

を屈
くっ

曲
きょく

させた姿
し

勢
せい

で、体
たい

重
じゅう

計
けい

に乗
の

せたとき両
りょう

手
て

を広
ひろ

げ、そのまま上
じょう

肢
し

を伸
の

ばし抱
だ

きかかえるような動
うご

きをした。

腹
ふく

部
ぶ

には境
きょう

界
かい

の不
ふ

明
めい

瞭
りょう

な紅
こう

斑
はん

が散
さん

在
ざい

し、腋
えき

窩
か

と鼠
そ

径
けい

部
ぶ

にはクリーム状
じょう

のものが付
ふ

着
ちゃく

していた。

児
じ

の看
かん

護
ご

で適
てき

切
せつ

なのはどれか。

1．手
て

足
あし

を伸
の

ばして寝
ね

かせる。

2．異
い

常
じょう

な反
はん

射
しゃ

があったと医
い

師
し

に報
ほう

告
こく

する。

3．腹
ふく

部
ぶ

の紅
こう

斑
はん

が散
さん

在
ざい

している部
ぶ

位
い

を消
しょう

毒
どく

する。

4．腋
えき

窩
か

と鼠
そ

径
けい

部
ぶ

のクリーム状
じょう

の付
ふ

着
ちゃく

物
ぶつ

は洗
あら

い落
お

とさない。
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108 生
せい

後
ご

�
みっ

日
か

、児
じ

の体
たい

重
じゅう

は 3,000 g になった。バイタルサインに異
い

常
じょう

はみられない。

手
しゅ

掌
しょう

と足
そく

底
てい

に黄
おう

疸
だん

がみられ、傾
けい

眠
みん

傾
けい

向
こう

にあった。血
けっ

清
せい

ビリルビン値
ち

18.5 mg/dL。

母
ぼ

児
じ

同
どう

室
しつ

を続
つづ

けるため、コットに設
せっ

置
ち

可
か

能
のう

な光
こう

線
せん

療
りょう

法
ほう

器
き

を用
もち

いて治
ち

療
りょう

を行
おこな

うことに

なった。

児
じ

の光
こう

線
せん

療
りょう

法
ほう

に関
かん

する母
はは

親
おや

への説
せつ

明
めい

で適
てき

切
せつ

なのはどれか。

1．｢体
たい

温
おん

は低
てい

下
か

します｣

2．｢便
べん

の回
かい

数
すう

は減
へ

ります｣

3．｢おむつは外
はず

して行
おこな

います｣

4．｢直
ちょく

接
せつ

授
じゅ

乳
にゅう

は続
つづ

けましょう｣
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次
つぎ

の文
ぶん

を読
よ

み 109〜111 の問
と

いに答
こた

えよ。

Ａさん�38 歳
さい

、男
だん

性
せい

、会
かい

社
しゃ

員
いん

!。両
りょう

親
しん

と�人
にん

暮
ぐ

らし。25 歳
さい

のころに双
そう

極
きょく

性
せい

障
しょう

害
がい

bipolar disorder
と診

しん

断
だん

された。�か月
げつ

前
まえ

から気
き

分
ぶん

が落
お

ち込
こ

み夜
よる

も眠
ねむ

れず、食
しょく

欲
よく

もなくなり仕
し

事
ごと

を休
やす

むこと

が多
おお

くなってきた。無
む

力
りょく

感
かん

を感
かん

じるようになり、休
きゅう

職
しょく

して精
せい

神
しん

科
か

病
びょう

棟
とう

に任
にん

意
い

入
にゅう

院
いん

し

た。入
にゅう

院
いん

後
ご

は�日
にち

中
じゅう

ベッドで横
よこ

になって過
す

ごし、他
た

の患
かん

者
じゃ

との交
こう

流
りゅう

もみられない。看
かん

護
ご

師
し

が話
はな

しかけても簡
かん

単
たん

な返
へん

事
じ

をするだけで無
む

表
ひょう

情
じょう

である。食
しょく

事
じ

は病
びょう

室
しつ

で摂
せっ

取
しゅ

してお

り、摂
せっ

取
しゅ

量
りょう

は少
すく

ない。

109 入
にゅう

院
いん

後
ご

�週
しゅう

が経
けい

過
か

した。Ａさんはベッドに横
よこ

になりじっと窓
まど

を見
み

つめていること

が多
おお

くなった。看
かん

護
ご

師
し

が何
なに

をしているのか話
はな

しかけると、Ａさんは｢死
し

にたいと思
おも

っている｣と答
こた

えた。

このときの看
かん

護
ご

師
し

の対
たい

応
おう

で適
てき

切
せつ

なのはどれか。

1．話
わ

題
だい

を変
か

える。

2．気
き

分
ぶん

転
てん

換
かん

を促
うなが

す。

3．すぐに良
よ

くなると励
はげ

ます。

4．自
じ

殺
さつ

しないことをＡさんに約
やく

束
そく

してもらう。
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110 入
にゅう

院
いん

後
ご

�週
しゅう

が経
けい

過
か

した。昨
さく

日
じつ

は、午
ご

前
ぜん

中
ちゅう

ホールに�回
かい

出
で

てきたが、すぐに病
びょう

室
しつ

に

戻
もど

ってしまった。今
け

朝
さ

、看
かん

護
ご

師
し

がホールに出
で

てきたＡさんに｢おはようございます｣

と声
こえ

を掛
か

けたところ、｢おはよう｣と答
こた

えただけで病
びょう

室
しつ

に戻
もど

ってしまった。夕
ゆう

方
がた

には

他
ほか

の患
かん

者
じゃ

とも会
かい

話
わ

をしたり、一
いっ

緒
しょ

にテレビを見
み

たりするようになった。看
かん

護
ご

師
し

が気
き

分
ぶん

について尋
たず

ねると｢まだ死
し

にたい気
き

持
も

ちが残
のこ

っている｣と話
はな

した。

このときのＡさんの状
じょう

態
たい

のアセスメントとして正
ただ

しいのはどれか。�
ふた

つ選
えら

べ。

1．過
か

活
かつ

動
どう

である。

2．気
き

分
ぶん

には日
にち

内
ない

変
へん

動
どう

がある。

3．自
じ

分
ぶん

に注
ちゅう

目
もく

して欲
ほ

しいと思
おも

っている。

4．行
こう

動
どう

の回
かい

復
ふく

と感
かん

情
じょう

の回
かい

復
ふく

に差
さ

が生
しょう

じている。

5．看
かん

護
ご

師
し

に声
こえ

を掛
か

けられたことに怒
いか

りを感
かん

じている。

111 入
にゅう

院
いん

後
ご

�か月
げつ

が経
けい

過
か

した。Ａさんは気
き

分
ぶん

が安
あん

定
てい

し、食
しょく

事
じ

も全
ぜん

量
りょう

摂
せっ

取
しゅ

できるように

なり、日
にっ

中
ちゅう

は作
さ

業
ぎょう

療
りょう

法
ほう

に週
しゅう

�
よっ

日
か

参
さん

加
か

している。｢もう死
し

にたい気
き

持
も

ちはなくなりま

した。でも、まだ短
たん

時
じ

間
かん

しか新
しん

聞
ぶん

を読
よ

めないので、仕
し

事
ごと

に戻
もど

るのが不
ふ

安
あん

です｣と話
はな

している。

Ａさんの退
たい

院
いん

に向
む

けた支
し

援
えん

として適
てき

切
せつ

なのはどれか。�
ふた

つ選
えら

べ。

1．転
てん

職
しょく

を勧
すす

める。

2．上
じょう

司
し

との面
めん

会
かい

を設
せっ

定
てい

する。

3．再
さい

発
はつ

のサインを一
いっ

緒
しょ

に見
み

つける。

4．自
じ

信
しん

が持
も

てるようになるまで待
ま

つ。

5．作
さ

業
ぎょう

療
りょう

法
ほう

に集
しゅう

中
ちゅう

力
りょく

を高
たか

めるプログラムを入
い

れる。
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次
つぎ

の文
ぶん

を読
よ

み 112〜114 の問
と

いに答
こた

えよ。

Ａさん�23 歳
さい

、女
じょ

性
せい

!は、大
だい

学
がく

を卒
そつ

業
ぎょう

後
ご

、インテリア会
かい

社
しゃ

に事
じ

務
む

職
しょく

として就
しゅう

職
しょく

した。

入
にゅう

社
しゃ

後
ご

に｢ユニフォームが似
に

合
あ

うようになりたい｣とダイエットを始
はじ

め、次
し

第
だい

にやせが

目
め

立
だ

つようになった。母
はは

親
おや

がＡさんに食
しょく

事
じ

を作
つく

っても｢太
ふと

るのが怖
こわ

い｣と言
い

って食
た

べ

ず、体
たい

重
じゅう

は�週
しゅう

間
かん

で�kg 減
げん

少
しょう

した。心
しん

配
ぱい

した母
はは

親
おや

とともに精
せい

神
しん

科
か

外
がい

来
らい

を受
じゅ

診
しん

し、

摂
せっ

食
しょく

障
しょう

害
がい

と
eating disorder

診
しん

断
だん

され、開
かい

放
ほう

病
びょう

棟
とう

へ入
にゅう

院
いん

した。入
にゅう

院
いん

時
じ

、身
しん

長
ちょう

160 cm、体
たい

重
じゅう

37 kg であ

った。

112 入
にゅう

院
いん

から�週
しゅう

間
かん

の期
き

間
かん

に観
かん

察
さつ

すべき項
こう

目
もく

はどれか。�
ふた

つ選
えら

べ。

1．浮
ふ

腫
しゅ

の程
てい

度
ど

2．過
か

食
しょく

の有
う

無
む

3．活
かつ

動
どう

量
りょう

の低
てい

下
か

4．嚥
えん

下
げ

障
しょう

害
がい

の有
う

無
む

5．振
しん

戦
せん

せん妄
もう

の有
う

無
む

113 入
にゅう

院
いん

後
ご

�週
しゅう

が経
けい

過
か

した。Ａさんは食
しょく

事
じ

の時
じ

間
かん

に食
た

べ物
もの

を細
こま

かく刻
きざ

み、�時
じ

間
かん

以
い

上
じょう

時
じ

間
かん

をかけるが、摂
せっ

取
しゅ

量
りょう

はスプーン�
いっ

杯
ぱい

ほどである。ベッド上
じょう

でストレッチを�時
じ

間
かん

行
おこな

っている。Ａさんと話
はな

し合
あ

ったところ｢私
わたし

はこの病
びょう

棟
とう

で一
いち

番
ばん

太
ふと

っているから少
すこ

しでも痩
や

せなきゃ｣と話
はな

した。

看
かん

護
ご

師
し

の関
かか

わりとして適
てき

切
せつ

なのはどれか。

1．体
たい

重
じゅう

測
そく

定
てい

の回
かい

数
すう

を増
ふ

やす。

2．鏡
かがみ

でＡさんの全
ぜん

身
しん

を映
うつ

して見
み

せる。

3．痩
や

せたいという気
き

持
も

ちについて話
はな

し合
あ

う。

4．Ａさんは看
かん

護
ご

師
し

よりも痩
や

せていると伝
つた

える。
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114 入
にゅう

院
いん

後
ご

�か月
げつ

が経
けい

過
か

した。Ａさんは体
たい

重
じゅう

が 43 kg まで増
ぞう

加
か

し、主
しゅ

治
じ

医
い

と相
そう

談
だん

し

て、退
たい

院
いん

の準
じゅん

備
び

をすることになった。退
たい

院
いん

の話
わ

題
だい

が出
で

ると、Ａさんと母
はは

親
おや

は口
こう

論
ろん

す

ることが多
おお

くなった。父
ちち

親
おや

は出
しゅっ

張
ちょう

が多
おお

く、面
めん

会
かい

に来
き

たのは一
いち

度
ど

のみであった。

退
たい

院
いん

に向
む

けてＡさんと家
か

族
ぞく

に勧
すす

めることとして最
もっと

も適
てき

切
せつ

なのはどれか。

1．栄
えい

養
よう

指
し

導
どう

2．作
さ

業
ぎょう

療
りょう

法
ほう

3．家
か

族
ぞく

療
りょう

法
ほう

4．単
たん

身
しん

生
せい

活
かつ

の開
かい

始
し

DKIX-05R-前H-4943
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次
つぎ

の文
ぶん

を読
よ

み 115〜117 の問
と

いに答
こた

えよ。

Ａさん�70 歳
さい

、男
だん

性
せい

!。妻
つま

�74 歳
さい

!と�
ふた

人
り

で暮
く

らしている。Ａさんがトイレに入
はい

った

まま戻
もど

ってこないので妻
つま

が見
み

に行
い

くと、トイレで倒
たお

れていた。妻
つま

が発
はっ

見
けん

直
ちょく

後
ご

に救
きゅう

急
きゅう

車
しゃ

を要
よう

請
せい

した。救
きゅう

急
きゅう

隊
たい

からの情
じょう

報
ほう

ではジャパン・コーマ・スケールçJCSêⅡ- 20 で右
みぎ

片
かた

麻
ま

痺
ひ

があり、バイタルサインは、体
たい

温
おん

36.5 ℃、呼
こ

吸
きゅう

数
すう

16/分
ふん

、脈
みゃく

拍
はく

108/分
ふん

、血
けつ

圧
あつ

200/120 mmHg、経
けい

皮
ひ

的
てき

動
どう

脈
みゃく

血
けつ

酸
さん

素
そ

飽
ほう

和
わ

度
ど

çSpO2ê96 % であった。

115 救
きゅう

命
めい

救
きゅう

急
きゅう

センター到
とう

着
ちゃく

時
じ

に観
かん

察
さつ

する項
こう

目
もく

で最
もっと

も優
ゆう

先
せん

するのはどれか。

1．体
たい

温
おん

2．心
しん

電
でん

図
ず

波
は

形
けい

3．意
い

識
しき

レベル

4．尿
にょう

失
しっ

禁
きん

の有
う

無
む

116 頭
とう

部
ぶ

CTの結
けっ

果
か

、高
こう

血
けつ

圧
あつ

性
せい

脳
のう

出
しゅっ

血
けつ

と診
しん

断
だん

さ
hypertensive cerebral hemorrhage

れ、集
しゅう

中
ちゅう

治
ち

療
りょう

室
しつ

に入
にゅう

室
しつ

した。入
にゅう

室
しつ

時
じ

に

はジャパン・コーマ・スケールçJCSêⅡ- 30。体
たい

温
おん

37.0 ℃、呼
こ

吸
きゅう

数
すう

16/分
ふん

、脈
みゃく

拍
はく

82/分
ふん

、血
けつ

圧
あつ

154/110 mmHg。入
にゅう

室
しつ

からD時
じ

間
かん

後
ご

、体
たい

温
おん

37.2 ℃、呼
こ

吸
きゅう

数
すう

18/分
ふん

、脈
みゃく

拍
はく

50/分
ふん

、血
けつ

圧
あつ

208/106 mmHg、経
けい

皮
ひ

的
てき

動
どう

脈
みゃく

血
けつ

酸
さん

素
そ

飽
ほう

和
わ

度
ど

çSpO2ê97 % になり、呼
よ

びかけと痛
いた

み刺
し

激
げき

に開
かい

眼
がん

しなくなった。

このときのＡさんの状
じょう

態
たい

はどれか。

1．低
てい

酸
さん

素
そ

脳
のう

症
しょう

hypoxic encephalopathy

2．脳
のう

圧
あつ

亢
こう

進
しん

症
しょう

状
じょう

3．髄
ずい

膜
まく

刺
し

激
げき

症
しょう

状
じょう

4．正
せい

常
じょう

圧
あつ

水
すい

頭
とう

症
しょう

normal pressure hydrocephalus

DKIX-05R-前H-5044
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117 入
にゅう

院
いん

から�週
しゅう

が経
けい

過
か

し、病
びょう

状
じょう

が安
あん

定
てい

して意
い

識
しき

が回
かい

復
ふく

した。Ａさんは後
こう

遺
い

症
しょう

として

運
うん

動
どう

性
せい

失
しつ

語
ご

が残
のこ

り、言
こと

葉
ば

がうまく発
はっ

せられないため涙
なみだ

ぐむことがあった。妻
つま

は面
めん

会
かい

後
ご

｢夫
おっと

が話
はな

す言
こと

葉
ば

が分
わ

からず、どう接
せっ

すればよいか分
わ

からない｣と言
い

って戸
と

惑
まど

ってい

た。

妻
つま

に対
たい

する対
たい

応
おう

で最
もっと

も適
てき

切
せつ

なのはどれか。

1．｢いつもどおり話
はなし

をしてあげてください｣

2．｢看
かん

護
ご

師
し

も同
どう

席
せき

してＡさんとお話
はな

ししましょう｣

3．｢リハビリテーションで話
はな

せるようになりますよ｣

4．｢分
わ

かりやすい言
こと

葉
ば

で話
はな

しかけてあげてください｣

DKIX-05R-前H-5145
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次
つぎ

の文
ぶん

を読
よ

み 118、119 の問
と

いに答
こた

えよ。

Ａさん�89 歳
さい

、女
じょ

性
せい

!は、認
にん

知
ち

症
しょう

dementia
と診

しん

断
だん

されており、認
にん

知
ち

症
しょう

高
こう

齢
れい

者
しゃ

の日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

自
じ

立
りつ

度
ど

判
はん

定
てい

基
き

準
じゅん

はランクⅡbである。定
てい

年
ねん

退
たい

職
しょく

後
ご

の長
ちょう

男
なん

�66 歳
さい

、未
み

婚
こん

!との�
ふた

人
り

暮
ぐ

らし。

Ａさんは｢役
やく

所
しょ

の世
せ

話
わ

になるのは嫌
いや

だ｣と言
い

い、要
よう

介
かい

護
ご

認
にん

定
てい

を受
う

けることを承
しょう

諾
だく

してい

なかった。しかし、Ａさんが室
しつ

内
ない

で転
てん

倒
とう

したことをきっかけに、要
よう

支
し

援
えん

�の判
はん

定
てい

を受
う

け介
かい

護
ご

予
よ

防
ぼう

訪
ほう

問
もん

看
かん

護
ご

が導
どう

入
にゅう

された。

118 Ａさんは｢家
か

事
じ

は私
わたし

の仕
し

事
ごと

だ。息
むす

子
こ

にも他
た

人
にん

にも任
まか

せられない｣と言
い

い、夕
ゆう

方
がた

にな

ると、歩
ある

いて�分
ふん

程
てい

度
ど

のスーパーマーケットへ買
か

い物
もの

に行
い

くことが長
なが

年
ねん

の習
しゅう

慣
かん

とな

っている。最
さい

近
きん

、夜
よる

になっても帰
き

宅
たく

せず、長
ちょう

男
なん

が探
さが

しに行
い

くとスーパーマーケット

から離
はな

れた公
こう

園
えん

のベンチに座
すわ

っていることが数
すう

回
かい

あった。長
ちょう

男
なん

は訪
ほう

問
もん

看
かん

護
ご

師
し

に｢母
はは

は私
わたし

が後
あと

をついてきたと思
おも

い込
こ

んで怒
おこ

るんです。このままでは心
しん

配
ぱい

です｣と相
そう

談
だん

し

た。

看
かん

護
ご

師
し

が長
ちょう

男
なん

へ助
じょ

言
げん

する内
ない

容
よう

で最
もっと

も適
てき

切
せつ

なのはどれか。

1．｢先
さき

に公
こう

園
えん

で待
ま

っていてはどうですか｣

2．｢ホームヘルパーの利
り

用
よう

をお勧
すす

めします｣

3．｢Ａさんに買
か

い物
もの

はやめるよう話
はな

しませんか｣

4．｢荷
に

物
もつ

を持
も

つという理
り

由
ゆう

で同
どう

行
こう

してはどうですか｣

119 ある冬
ふゆ

の訪
ほう

問
もん

時
じ

、長
ちょう

男
なん

が｢母
はは

がここ数
すう

日
じつ

寒
さむ

さを訴
うった

え、居
い

間
ま

にある電
でん

気
き

こたつの温
おん

度
ど

を最
もっと

も高
たか

くして、肩
かた

までもぐり込
こ

んでそのまま朝
あさ

まで眠
ねむ

ってしまう｣と話
はな

した。

長
ちょう

男
なん

の話
はなし

を受
う

けて、看
かん

護
ご

師
し

が最
さい

初
しょ

に観
かん

察
さつ

する項
こう

目
もく

で最
もっと

も優
ゆう

先
せん

度
ど

が高
たか

いのはどれ

か。

1．筋
きん

力
りょく

低
てい

下
か

の有
う

無
む

2．感
かん

染
せん

徴
ちょう

候
こう

の有
う

無
む

3．認
にん

知
ち

機
き

能
のう

のレベル

4．全
ぜん

身
しん

の皮
ひ

膚
ふ

の状
じょう

態
たい

DKIX-05R-前H-5246
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次
つぎ

の文
ぶん

を読
よ

み 120 の問
と

いに答
こた

えよ。

Ａさん�70 歳
さい

、男
だん

性
せい

!は、妻
つま

と長
ちょう

男
なん

との�人
にん

暮
ぐ

らしである。左
ひだり

被
ひ

殻
かく

出
しゅっ

血
けつ

で入
にゅう

院
いん

left putaminal hemorrhage
し、

歩
ほ

行
こう

訓
くん

練
れん

および言
げん

語
ご

訓
くん

練
れん

のリハビリテーションを行
おこな

い自
じ

宅
たく

に退
たい

院
いん

した。退
たい

院
いん

時
じ

の検
けん

査
さ

所
しょ

見
けん

は、HDLコレステロール 40 mg/dL、LDLコレステロール 140 mg/dL、トリグ

リセリド 150 mg/dL であった。退
たい

院
いん

後
ご

、週
しゅう

�回
かい

の訪
ほう

問
もん

看
かん

護
ご

を利
り

用
よう

することになった。

初
しょ

回
かい

の訪
ほう

問
もん

時
じ

、血
けつ

圧
あつ

は降
こう

圧
あつ

薬
やく

の内
ない

服
ふく

で 130/80 mmHgであった。右
みぎ

片
かた

麻
ま

痺
ひ

、麻
ま

痺
ひ

側
そく

の

感
かん

覚
かく

障
しょう

害
がい

、運
うん

動
どう

性
せい

失
しつ

語
ご

があり、一
いっ

本
ぽん

杖
づえ

や手
て

すりを利
り

用
よう

して自
じ

宅
たく

内
ない

を移
い

動
どう

していた。Ａ

さん宅
たく

は、酒
さか

屋
や

を自
じ

営
えい

しており、�階
かい

は店
てん

舗
ぽ

、トイレおよび浴
よく

室
しつ

、�階
かい

に居
きょ

室
しつ

があ

る。各
かく

階
かい

の移
い

動
どう

は手
て

すりのあるらせん状
じょう

階
かい

段
だん

のみで、階
かい

段
だん

昇
しょう

降
こう

機
き

の取
と

り付
つ

けは構
こう

造
ぞう

上
じょう

できない。Ａさんは｢店
みせ

に出
で

て親
した

しい客
きゃく

に会
あ

うのが楽
たの

しみだ｣と話
はな

した。

120 訪
ほう

問
もん

看
かん

護
ご

計
けい

画
かく

に取
と

り入
い

れる内
ない

容
よう

で最
もっと

も優
ゆう

先
せん

度
ど

が高
たか

いのはどれか。

1．言
げん

語
ご

訓
くん

練
れん

2．食
しょく

事
じ

指
し

導
どう

3．内
ない

服
ふく

薬
やく

の管
かん

理
り

4．排
はい

便
べん

コントロール

5．階
かい

段
だん

を昇
しょう

降
こう

する練
れん

習
しゅう

DKIX-05R-前H-5347
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